
Ⅰ 会の歩み 

 本会は、昭和24年から、県下各地域の熱心な要請

に応え、事務局を埼玉大学教育学部附属小学校に置

き、埼玉県国語教育研究会は発足した。 

当初は、会による研究委嘱校の研究発表と研究発

表大会を軸に、常任理事・理事研修会での講演会、

文集コンクールの開催等、事業を行っていった。 

現在は、研究委嘱校と研究大会に重きを置きなが

らも、県内の児童生徒及び教員の国語科教育の質の

向上を図っている。 

毎年、会員の意欲的な研究活動と積極的な事業へ

の参加により、内容や質、運営において改善が図ら

れている。以下、平成17年から研究集録に基づき、

活動の概要を述べる。 

Ⅱ 主な活動及び事業 

１ 研究主題 

(1) 平成17～平成21年度

「生きてはたらく国語の力の定着を図る 

授業の創造」 

(2) 平成22～平成28年度

「生活に生きてはたらく国語の能力の育成を

めざす授業の創造」 

(3) 平成29～令和６年度

「生活に生きて働く国語の能力の育成を

めざす授業の創造」 

２ 毎年行っている活動 

(1) 新旧合同理事研修会

年度当初、新旧役員が一堂に会し、前年度の

会務報告、新年度の事業計画について議論を行

う。近年は、講話を取り入れ、会員相互の学び

の場としている。 

(2) 研究大会

毎年、夏と冬の２回開催。夏は、夏季研修大

会とし、県内の教員を中心に、分科会で実践提

案・協議を行う。冬は、研究発表大会とし、県

内の教員を中心に、分科会で研究発表・協議を

行う。 

どちらも国語教育研究者を中心に講演会

を行っている。 

(3) 研究委嘱校・地区別授業研究会委嘱校

県内４地区の学校に研究委嘱を行い、授業公

開を軸に研究発表を行っている。 

(4) 中学校国語学力調査

県内の中学生の国語学力の実態を捉え、学習

指導を改善するための資料とし、本県国語教育

の一層の発展を図る。 

３  年度ごとの主な活動 

○ 平成17年度

・研究主題を前年度からの継続で、「生きては

たらく国語の力の定着を図る授業の創造」と

する。

○ 平成20年度

・第37回全国小学校国語教育研究会埼玉大会

が、埼玉大学教育学部附属小学校で開催さ

れる。 

・第37回全日本中学校国語教育研究協議会及

び第51回全関東地区中学校国語教育研究

協議会埼玉大会がさいたま市立桜木中学

校及び大宮ソニックシティにて開催され

る。 

○ 平成22年度

・研究主題を「生活に生きてはたらく国語の

能力の育成をめざす授業の創造」とする。 

○ 平成27年度

・第58回全関東地区中学校国語教育研究協議

会埼玉大会が北本市立北本中学校、北本市

文化センターにて開催される。

○ 平成29年度

・研究主題を「生活に生きてはたらく国語の

能力の育成をめざす授業の創造」とする。 

○ 令和６年度

・第66回全関東地区中学校国語教育研究協議

会埼玉大会が川越市内中学校及びウエス

タ川越にて開催される。 

１ 埼玉県国語教育研究会
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Ⅲ 特色ある活動 

１  第37回全国小学校国語教育研究会埼玉大会 

(1) 期日 平成20年８月20日（水）

(2) 会場 埼玉大学教育学部附属小学校

(3) 内容 小学校６、中学校３分科会

(4) シンポジウム

① テーマ

「生きてはたらく国語の力の定着を図る授

業の創造」 

② 司会 江部 満 氏

③ シンポジスト

・前文部科学省教科調査官

青山学院大学教授  小森 茂 氏 

・日本国語教育技術教育学会会長

  市毛 勝雄 氏 

・千葉経済大学短期大学部講師

野口 芳宏 氏 

・埼玉大学教授

 竹長 吉正 氏 

④ 提言

「全小国研の教育理念とこれからの教育」

・講師 全国小学校国語教育研究会

  名誉顧問 瀬川 榮志 氏 

２ 第37回全日本中学校国語教育研究協議会及び

第51回全関東地区中学校国語教育研究協議会埼

玉大会 

(1)期日 平成20年11月７日（金） 

(2)会場 さいたま市立桜木中学校 

大宮ソニックシティ 

(3)内容 ８分科会授業と提案及び協議 

(4)講話 

・文部科学省初等中等教育局

教育課提課教科調査官 

冨山 哲也 氏 

３ 第58回全関東地区中学校国語教育研究協議

会埼玉大会 

(1) 期日 平成27年10月22日（木）23日（金）

(2) 会場 北本市立北本中学校

北本市文化センター 

(3) 内容 ６分科会授業と提案及び協議

(4) 記念講演

・「実生活に生きてはたらく国語の能力を

育成する国語科授業とは」

・文部科学省初等中等教育局

教育課提課教科調査官 

杉本 直美 氏 

４  第66回全国小学校国語教育研究会埼玉大会 

(1) 期日 令和５年11月16日（木）17日（金）

(2) 会場 川越市立寺尾中学校

 川越市立東中学校 

 川越市立霞ケ関東中学校 

  ウエスタ川越 

(3) 内容 ６分科会授業と提案及び協議

(4) 記念講演

・文部科学省初等中等教育局教育課程課

教科調査官

国立教育政策研究所

教育課程調査官・学力調査官

鈴木 太郎 氏 

Ⅳ まとめと今後の課題 

本会は、国語教育に関する事項を研究し、会員

の資質の向上につとめ、国語教育の振興をはかる

ことを目的し、活動を行ってきた。 

夏季研修大会、小中学校国語教育研究発表大会

では、毎年、多くの参会者によって、国語教育に

ついて熱心に研究協議が行われている。 

研究委嘱校及び地区別協議会では、各地区、各

学校の特色ある研究や協議が公開されている。 

全関東地区中学校国語教育研究協議会埼玉大

会は、関東地区内の都県国語教育研究会で組織さ

れ、会場持ち回りとなっている。 

埼玉大会の際は、本県国語教育の成果を関東地

区に発信している。 

こういった活動が会員の資質を高め、国語教育

の充実、より質の高い研修に向けての一助となっ

ている。 

近年、業務改善の観点から、事業のスリム化や

オンライン開催によって、業務が見直されてきて

いる。しかし、上記の目的を大切に、考えていく

ことが大切である。 

これからも、本会が、埼玉県国語教育の推進に

おいて、中心的な役割を担い、最新の情報発信の

場となるように、各研修会のより一層の充実を図

っていきたい。 
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２ 埼玉県書写教育研究会 

Ⅰ 会のあゆみ 

  本研究会は、昭和41年度に発足した。それまで埼

玉県の書写・書道教育は、書写書道教育連盟が中心

となって活動しており、連盟が発足したのは昭和22

年である。書写ならび書道教育の振興発展を図る目

的で、小・中・高における現場の意のある者が「埼

玉県書写書道教育連盟」を結成した。その後、昭和

41 年度に連合教育研究会の中の「書写教育研究会」

として補助を受けることとなり、連盟と研究会はわ

かれ、それぞれの目的を明確にしながら活動を続け

ている。 

  昭和41年に発足した本研究会は、「国語科書写の

中で正しい文字指導はいかにあるべきか」を中心に

研究を重ねてきた。昭和から平成成、令和へと年号

が変わり、新しい時代を迎えても、常に中心に据え

ているのは学習指導要領の目標である。 

現在は、特に、水書用筆を用いた小学校低学年の

指導のあり方、や、小学校から中学校への９年間の

書写指導の視点と見通しをもち、さらに高等学校の

国語科及び芸術家書道へと繋ぐことができる書写教

育を目指している。そのために、実技研修会や授業

研究会などを通して教員の指導力の向上を図り、書

写教育の充実を図っているところである。

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

年 度 主 な 活 動 及 び 事 業

平成

17 

〇研究主題「個を生かす書写教育」

〇実技研修会（鴻巣）

〇硬筆展（春日部）書きぞめ展（川口）

平成

18 

〇研究主題「個を生かす書写教育と評価」 
〇実技研修会（岩槻）

〇硬筆展（上尾） 書きぞめ展（川越）

平成

19 

〇研究主題「学習過程を重視した書写教

育」     〇実技研修会（狭山）

〇硬筆展（秩父）書きぞめ展（幸手）

平成

20 

〇研究主題「確かな書写力を身につける書

写教育」

〇実技研修会（上尾）

〇硬筆展（ふじみ野） 書きぞめ展（羽生） 

平成

21 

〇研究主題「書く文化をはぐくむ書写書道

教育」

〇実技研修会（加須）

〇硬筆展（三郷） 書きぞめ展（志木）

○全日本書写書道教育研究会第 50回記念

埼玉（川越市）大会

平成

22 

〇研究主題「言語活動を有機的に位置づけ

た書写指導の創意工夫」

〇実技研修会（白岡）

〇硬筆展（朝霞） 書きぞめ展（三芳）

平成

23 

〇研究主題「言語活動を有機的に位置づけ

た書写指導の創意工夫」

〇実技研修会（滑川）〇授業研究会（入間） 
〇硬筆展（行田） 書きぞめ展（岩槻）

平成

24 

○研究主題「児童生徒が生き生きと学ぶ書

写授業の創造」

○実技研修会（和光）

○授業研究会（春日部）

○硬筆展（坂戸） 書きぞめ展（深谷）

平成

25 

○研究主題「児童生徒が生き生きと学ぶ書

写授業の創造」

○実技研修会（和光）○授業研究会（比企） 
○硬筆展（久喜） 書きぞめ展（大宮）

平成

26 

○研究主題「児童生徒が生き生きと学ぶ書

写授業の創造」

○実技研修会（蓮田）○授業研究会（皆野） 
○硬筆展（鴻巣） 書きぞめ展（東松山） 

平成

27 

○研究主題「児童生徒が生き生きと学ぶ書

写授業の創造」

○実技研修会（ふじみ野）

○授業研究会（伊奈）

○硬筆展（熊谷） 書きぞめ展（春日部） 

平成

28 

○研究主題「児童生徒が生き生きと学ぶ書

写授業の創造」

○実技研修会（北本）○授業研究会（越谷） 
○硬筆展（日高） 書きぞめ展（加須）

○全日本書写書道教育研究会第 57回記念

埼玉大会



平成

29 

○研究主題「児童生徒が主体的に学ぶ書写

授業の創造」 
○実技研修会（寄居）○授業研究会（所沢） 
○硬筆展（越谷） 書きぞめ展（浦和） 

平成

30 

○研究主題「文化の担い手を育てる書写教

育」 
○実技研修会（松伏）○授業研究会（鴻巣） 
○硬筆展（草加） 書きぞめ展（狭山） 

令和

元 

○研究主題「確かな書写力を身に付け、文

字文化を大切にする心を育む書写教育」 
○実技研修会（富士見）        
○授業研究会（行田） 
○硬筆展（本庄） 書きぞめ展（三郷） 

令和

２ 

○研究主題「書字文化を育む書写教育」 
○実技研修会［中止］○授業研究会［中止］ 
○硬筆展［中止］ 書きぞめ展［中止］ 

令和

３ 

○研究主題「書字文化を育む書写教育」 
○実技研修会［中止］○授業研究会［中止］ 
○硬筆展［誌上展］書きぞめ展［誌上展］ 

令和

４ 

○研究主題「書字文化を育む書写教育」 
○実技研修会（三郷）○授業研究会［中止］ 
○硬筆展［誌上展］書きぞめ展（飯能） 

令和

５ 

○研究主題「書字文化を育む書写教育」 
○実技研修会（三郷）○授業研究会（加須） 
○硬筆展（秩父） 書きぞめ展（岩槻） 

令和

６ 

○研究主題「書字文化を育む書写教育」 
○実技研修会（大宮）○授業研究会（蓮田） 
○硬筆展（入間） 書きぞめ展（羽生） 

 
Ⅲ 特色ある教育活動 

１ 研究発表会 

 令和元年度まで研究発表会は参集型で実施し  

ていた。研究テーマに基づく、小・中学校それぞれ 

１名による研究発表を通して、指導力の向上を図る 

ことが目的である。研究発表の後、講演会を行った。 

講師は、文科省、大学、書写書道教育連盟関係者等 

幅広く招聘していた。しかし、令和２年度以降、研 

究発表は『研究集録』による誌上発表となり、講演 

会も実施していない。 

 

２ 実技研修会 

 夏季休業中に実施している実技研修会。近年は午 

前の部で「書写指導の基本及びICTを活用した授業」 

について、午後の部で「書きぞめの基本」について 

研修を行っている。毎年希望者が多く、受講者の感 

想も良好である。  

 

３ 授業研究会 

 昭和53年度に行田地区を最後に休止されていた 

授業研究会は、平成成23年度に復活。コロナ禍で中

止 

された年はあったものの、令和５年度に再開し、学 

習指導要領の趣旨を踏まえた書写授業の改善を目 

指している。授業参観後の研究協議、講師の指導を 

含めて授業実践に役立つ研究会となっている。 

 

４ 展覧会 

６月の最終土・日に開催される埼玉県硬筆中央展 

覧会と、１月の最終土・日に開催される埼玉県書き

ぞめ中央展覧会は、本研究会の大きな行事となって

いる。開催会場は、埼玉県を東西南北に分け、各地

区の教育委員会及び教育研究会の協力を得ながら順

番に回るようにしている。県民の関心も高く、毎年

多くの来場者で賑わう展覧会となっている。コロナ

禍以降、推薦賞以上の作品を展示している。 

 

５ 研究集録 

  各地区の書写教育研究会にて研究したことを４ 

地区ずつ、年度末に発行する研究集録に掲載して 

いる。 

 
Ⅳ 今後の課題 

  本研究会は、埼玉県の小・中・高校で組織されて

いる埼玉県書写書道教育連盟との共催、協力で行わ

れているものが多い。埼玉県下42の支部長との連携

が欠かせず、特色ある教育活動の実施において、正

確な連絡・確認の徹底が課題となっている。 

  特に、硬筆、書きぞめ指導については、授業の一

環として行うことが定着してきてはいるが、展覧会

の実施については、各地区との連携は確実に行う必

要がある。地区展実施については各地区に任せてい

る。中央展覧会を実施するにあたっては、担当地区

の実情を考慮しながら、持続可能な実施方法を模索

しているところである。 

  ICT の活用や水書用筆の使用など、書写授業の工

夫改善も求められている。国のGIGAスクール構想に

よる一人一台端末の導入で、文字を手書きする機会

が減っている現在、手書きの文化やそのよさをいか

に継承していくかが大きな課題となっている。その

ため国語科書写として、学習指導要領の趣旨を踏ま

えた書写の授業実践を確実に行えるよう、研究を深

めていく必要がある。 
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Ⅰ 研究の歩み 

本研究会は、昭和 24年埼玉県社会科教育研究会

連合会として発足した。昭和 38年埼玉県 連合教育

研究会の傘下となる。 昭和46年より埼玉県社会科

教育研究会となり現在に至る。  

平成17年から現在までの研究の歩みとして、小

学校において全国大会が、小・中学校において関東

地区大会が埼玉県で開催され、全県を挙げて研究に

取り組み成果を収めたことが特筆される。 

現在、小学校研究主題「学ぶ力を育てる社会科学

習」、中学校研究主題「個に応じ一人一 人を伸ばす

指導と評価の工夫」のもと、研究活動に取り組んで

いる。  

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

年 度 主 な 活 動 及 び 事 業 

毎 年 

○研究発表大会、地域学習研修会、

ブロック別授業研究会、理事研修

会を開催する。 

平 成

17 

○第 13回関東地区小学校社会科研究

協議会埼玉大会が開催する。 

平 成

18 

○第 34回社会科研究発表大会を開催

する。 

平 成

19 

○第 41回小・中学校地域学習研修会

を開催する。 

平 成

20 

○第 36回社会科研究発表大会を研究

主題「学ぶ力を育てる社会科学

習」―個に応じ一人一人を伸ばす

指導と評価の工夫―とし、開催す

る。 

平 成

21 

○第 27回関東ブロック中学校社会科

教育研究大会埼玉大会を研究主題

「学ぶ楽しさを味わいわかる喜び

を体感できる社会科学習―知識・

技能を活用する学習の充実―」と

し、熊谷市立荒川中学校を中心に

開催する。 

平 成

22 

○第 44回小・中学校地域学習研修会

を県立文書館で開催する。 

平 成

23 

○第 40回社会科研究発表大会さいた

ま市大会をさいたま市立鈴谷小学

校、さいたま市立泰平中学校で開

催する。 

平 成

24 

○第 46回小・中学校地域学習研修会

を県立文書館、県立危機管理防災

センターで開催する。 

平 成

25 

○第 42回社会科研究発表大会春日部

市大会を春日部市立豊野中学校、

春日部市立豊春中学校で開催す

る。 

平 成

26 

○第 47回小・中学校地域学習研修会

を県立歴史と民族の博物館で開催

する。 

平 成

27 

○第 44回社会科研究発表大会川口市

大会を川口市立本町小学校、川口

市立戸塚北小学校で開催する。 

平 成

28 

○第 35回関東ブロック中学校社会科

教育研究大会プレ大会を実施する 

平 成

29 

○第 35回関東ブロック中学校社会科

教育研究大会埼玉大会を研究主題

「追究する力を育てる社会科学習

―主体的・協働的に学ぶ学習の充

実―」とし、川越市立城南中学

校、川越市立第一中学校、川越市

立富士見中学校、他で開催する。 

平 成

30 

○第 56回全国小学校社会科研究協議

会研究大会埼玉大会を研究主題

「社会がわかり、社会にかかわる

子供を育てる社会科学習」とし、

川口市立本町小学校、川口市立戸

塚北小学校、川口市立鳩ヶ谷小学

校、他で開催する。 

令 和 

元 

○第 53回小・中学校地域学習研修会

を荒川上流河川事務所で開催す

る。 

令 和

２ 

○新型コロナウイルス感染症の感染

拡大により、第 49回社会科研究発

表大会を紙上発表にて行う。 

令 和

３ 

○新型コロナウイルス感染症の感染

拡大の中で、オンラインでの研究

推進部会、校内での授業研究会を

推進する。 

令 和 

４ 

○第 41回関東ブロック中学校社会科

教育研究大会プレ大会を実施する 

令 和 

５ 

○第 41回関東ブロック中学校社会科

教育研究大会埼玉大会を研究主題

「よりよい社会の創り手を育てる

社会科学習－社会的な見方・考え

方を働かせた深い学びの追究と、

指導と評価の一体化－」とし、久

喜市立久喜中学校、久喜市立栗橋

東中学校、久喜市立鷲宮東中学

校、他で開催する。 

３ 埼玉県社会科教育研究会 
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平 成 

６ 

○令和 10年度に開催する全国中学校

社会科教育研究大会埼玉大会に向

け、組織の立ち上げと研究推進を

行う。 

 

Ⅲ 特色ある活動  

１ 研究発表大会  

小・中学校社会科教育の実践発表と研究協議を 

通して、教員としての資質の向上を図ることを目的

に年１回開催している。昭 和 47年より始まり、令

和５年度で52回を数えた。 

近年の発表内容としては、身近な地城の教材化、 

ICT の活用、魅力的な問いの工夫、指導と評価の一

体化の工夫などに焦点を当てた実践発表などが見ら

れ、教材開発の在り方や学習指導法の改善、校種間

の連携などについて研究協議がなされている。 

 

２ ブロック別授業研究会  

小・中学校社会科の授業研究を通して教員の資 

質の向上を図ることを目的に、ブロックごとに授業

校を委嘱し、研究授業及び研究協議を行っている。

その研究成果を、会誌等を通して各学校に報告して

いる。 

 

３ 研究校の委嘱  

社会科教育の抱える課題について研究校を委嘱 

し研究を進めた。そして、その研究成果をもとに授

業公開、研究発表を行っている。平成８年度より事

業の精選を進める中で、研究校の委嘱は全国、関東

ブロック研究会の埼玉大会に関するものとし、委嘱

期間を複数年とした。 

平成８年度以降、小学校 13校(全国大会４校、  

関プロ大会６校) 中学校 (関プロ大会) ９校に研究

委嘱を行った。  

 

４ 小中学校地域学習研修会  

身近な地域や埼玉県を取り上げ社会科の指導を 

行う上で必要な基礎的内容について研修し、教員の

資質の向上を図ることを目的として実施している。  

昭和 42 年に郷土学習研修会の名称で発足し、令

和５年度で 55回を数えている。この間、昭和 58年

より小・中の校種別に研修会を実施していたが、平

成元年より小中学校地域学習研修会として開催して

いる。 

近年は、地区ごとに教材化できるような郷土の 

遺産を巡検したり、博物館や研修施設を会場 にし

たりして、県教育局、大学、 博物館等の関係機関

から講師を招聘し、講演を受けている。 

５ 基礎学力調査  

児童生徒の基礎学力の実態を調査し、社会科指 

導の改善に資することを目的に実施している。 

平成７年度からは、中学校第３学年のみで実施す

ることとし、令和６年度で 55回を数えている。 調

査結果の分析と学習指導法改善についての提言を報

告書にまとめている。  

 

６ 社会科学習指導法研修会  

平成８年度より小学校では、基礎学力調査に代 

わり学習指導法研修会を開催し、学習指導法の検討

を行い、その成果を冊子にまとめ刊行している。 

現在は、関東・全国大会等の研究発表大会まで活

動を休止している。 

 

７ 現地研修会  

社会科の学習に関連する施設見学野外観察など 

の研修を通して、教員の資質の向上に資することを

目的として、毎年１回行っている。  

 

８ 刊行物  

〇 会誌（毎年）  

○ 中学校基礎学力調査報告書 (毎年)  

○ 小学校社会科実践事例集第１集～第13集  

 

Ⅳ まとめと今後の課題  

本研究会では、研究発表大会やブロック別授業研

究会 研究校の委嘱などを通しての研究推進、地域

学習研修会、現地研修会など研修会の開催、基礎学

力の調査などを主な柱として活動してきた。 

小学校では、第 56 回全国小学校社会科研究協議

会研究大会埼玉大会や平成 17 年度関東地区小学校

社会科研究協議会埼玉大会を開催した。 

中学校では、関東ブロック中学校社会科教育研究

大会埼玉大会を熊谷市、川越市、久喜市とこの期間

で３回開催することができた。 

いずれの大会でも、関係各位に御指導、御支援を

いただき、全県を挙げて研究を推進し、その成果を

共有することができた。 

今後は、令和 10 年度に埼玉県で初めてとなる全

国中学校社会科教育研究大会埼玉大会の開催を控え、

これまで取り組んできた諸活動の成果と課題を踏ま

えて、さらに社会科教育の発展に資する研究活動を

推進していきたい。 
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４ 埼玉県算数数学教育研究会 
 

 

Ⅰ 研究の歩み 

  昭和 41年の第 21回関東都県数学研究大会の母体

となった埼玉県数学教育会が昭和 43 年、現在の埼

玉県算数数学教育研究会となった。昭和 58 年度に

は、全国算数数学教育研究大会が埼玉に於いて開

催された。小学校では各地域での研究活動は活発

になるよう準備委員会を中心に、研究授業会、研

究発表大会等を精力的に開催した。中学校では数

学教育研究推進委員を公募して領域ごとにグルー

プを作り、研究推進した。いずれの活動もそのと

きの課題を捉え、全県下に広めるという役割を果

たした。平成 13 年度に開催された全国大会におい

ても、研究面運営面の両面で、その成果が十分に

発揮された。 

  コロナ禍を乗り越え、令和３年度に開催された全

国算数・数学教育大会（埼玉）大会では、史上初

のオンライン開催となったが、オンライン学会の

よさを存分に発揮しながら、全国から多数の参加

者を招いた。コロナ禍で様々な事業が中止や延期、

縮小等をやむなくされたが、全国大会で獲得した

オンライン開催のノウハウ等を活用しながら、新

しい形での研究会運営を作り続けている。 

  現在は令和 11 年度に開催予定の関東甲信静数学

教育研究（埼玉）大会に向けた準備の立ち上げを

行っている。 

 

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

１ 小学校（主なもの） 

(1) 総務部活動状況 

 ① 役員研修会 

 ② 全国算数・数学教育研究大会 

  ③ 関東甲信静数学教育研究大会 

 ④ 日本数学教育学会総会（春期研究大会） 

  ⑤ 研究集録の発行 

(2) 研修部活動状況 

 ① 小学校算数教育研究協議会 

② 算数教育夏季研修会         

③ 算数教育研究発表会 

(3) 編集部活動状況 

○算数教育研究協議会用テキストの作成   

(4) 調査研究部活動状況 

① 教員の意識調査 

 ② 小学校算数教育研究発表会での研究報告 

 

２ 中学校（主なもの） 

(1) 理事研修会 

(2) 数学教育研究協議会用テキストの作成 

(3) 数学教育研究協議会 

(4) 数学教育研究推進委員会 

(5) 数学教育研究発表大会           

(6) 全国算数・数学教育研究大会 

(7) 関東甲信静数学教育研究大会 

(8) 日本数学教育学会総会（春期研究大会） 

(9) 中学校部会ホームページを活用した情報発信 

３ 研究委嘱校（２年間） 

 

Ⅲ 特色ある活動 

１ 研究発表大会 

  年度末に小中別に開催している。発表グループは

数年間の研究計画に則って理論研究や懸賞授業を

進め、その成果を発表する。また、同時に講演会

も開催し、教育行政の方や大学の先生方に、現場

に役立つ内容や今後の数学教育の在り方について

話していただいている。中学校は H17より高等学校

と合同開催をしている。また R05より「授業づくり

研究会」の形で開催している。 

 

２ 算数数学教育研究協議会 

  数学教育現代化のときに、指導内容等を埼玉県内

に広めるために作成されたテキストを使っての授

業研究会である。現在は時代の変化とともに、多

様なことが求められる昨今の授業への、新たな提

言を目的としている。県内を 10 のブロックに分け

ての授業研究会を毎年開催している。各地区で地

区会長を中心に、地区ごとの運営により、授業を

通した研修が活発に行われている。また、全体会
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において、その年度に編集したテキストの内容を

説明し、今求められている算数数学教育の方向性

を示唆している。その存在意義は大きい。 

また、テキストの作成者にとっても、自分の授

業を振り返り、さらに充実させることなどの効果

を生んでおり、継続させることの重要性を感じて

いる。さらなる工夫を考え、よりよい形へと飛躍

させていきたい。テキストの主題は最新の教育事

情及び県内の算数数学教育の実態を捉えたもので

ある。ここに20年間の主題の変遷をまとめる。 

小学校部会 

H17 

H18 

H19 

H20 

H21 

H22 

H23 

H24 

H25 

H26 

H27 

H28 

H29 

H30 

R01 

R02 

R03 

R04 

R05 

R06 

基礎・基本から発展をうながす算数指導 

基礎・基本から発展をうながす算数指導の展開 

算数のよさを感得できる学習指導 

算数のよさを感得できる学習指導の展開 

活用する力を育てる算数指導 

活用する力を育てる算数指導の展開 

数学的な思考力・表現力を育てる算数指導 

数学的な思考力・表現力を育てる算数指導の展開 

算数のつながりを生かした指導 

算数のつながりを生かした指導の展開 

算数科における言語活動 

算数科における言語活動の充実 

教科・教材の本質 

教科・教材の本質の追求 

数学的な見方・考え方を働かせる算数指導 

数学的な見方・考え方を働かせる算数指導の展開 

数学的活動を生かした算数指導 

数学的活動を生かした算数指導の展開 

統合的・発展的に考察する力を育てる算数指導 

統合的・発展的に考察する力を育てる算数指導の展開  

 

中学校部会 

H17 

-18 

H19 

-21 

H22 

-24 

個に応じた指導～発展的な学習・補充的な学習

～ 

数学的に解釈する力・表現する力の育成を重視

した学習指導 

活用する力を身に付け高める学習指導 

 

H25 

-27 

H28 

-30 

R01 

-04 

R05 

-06 

数学的活動に取り組む力を伸ばす学習指導 

 

主体的に問題解決に取り組む力を育む数学学習

指導 

数学的な見方・考え方を働かせる学習指導 

 

統合的・発展的に考察する力を働かせる数学学

習指導 

 

３ 研究委嘱校発表 

  研究会として、１校委嘱している。隔年で小学校、

中学校を委嘱し、２年間研究していただいている。

委嘱校については埼玉県内満遍なくという視点か

ら、県内を10ブロックに分けてローテーションに

している。また、本発表時には、県内に案内し、

授業を通して研究した成果を広めている。研究会

からは指導者を派遣するなどしている。 

 

４ 役員研修会 

本研究会の理事は、各市町村、各地区からの代

表者で構成されている。年間１回の研修会だが、

オンラインも活用しながら、様々な情報提供・情

報共有の場となっている。 

 

５ ホームページの運営  

  小学校部会、中学校部会のそれぞれでホームペー

ジ（図）を運営し、研究発表会や研究授業、テキ

ストや刊行物等の情報提供・発信を行っている。

研修会をオンラインで行う際の資料共有や事務局

との連絡等も行うことができるようになっている。 

 

 

【 図 小学校部会ＨＰ(上)と中学校部会ＨＰ(下) 】 

 

Ⅳ まとめと今後の課題 

 県内の熱意ある先生方が集まり、日々の授業をより

よいものにしていこうと、真剣に議論していた研究発

表会や研修会だが、最近の傾向として、参加者の減少

と、熱い議論が減ってきたことが言われている。教育

現場でも働き方改革が進む中で、より効率的かつ効果

的な授業研究の在り方を常に考えていく必要がある。 

 子どもたちが学ぶ楽しさを感じる授業をつくること

は、教師にとっても働く楽しさを感じることにつなが

る。数学教育研究の楽しさをあらゆる世代と共有でき

るような研究会づくりに、関係者一同、力を合わせて

邁進していく。 
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Ⅰ 埼玉県理科教育研究会の歩み 
  平成17年度の研究集録の会長あいさつを読み返す

と、平成15年の学習指導要領の一部改訂の話題に触れ

られていた。 

そして現在、令和２年度から小学校、令和３年度か

らは中学校で新しい学習指導要領が全面実施されてい

る。 

なお、この20年間で、理科教育は「科学的な見方や

考え方」 「問題解決の能力」から「理科の見方・考え方」

「問題解決の力」になり、これまでの教育観を切り替

えるような状況となった。 

一方で、世の中の動きはどうであったか。理科教育

に大きく関わったのは、コロナウイルス感染症に関わ

る教育活動の制限である。学習中、パーテーションを

立てながら活動したり、使うたびに道具をアルコール

消毒したりした。複数人で観察、実験を行うような科

学的に探究する学習の形が、一時的ではあるが保てな

くなったのである。 

このような変化の大きな状況、予測不可能な状況の

中でも、本研究会では、県内の先生方と協力しながら、

新しい理科教育の在り方を模索し、指導法研究や理科

に関わる事業について、工夫して取り組んできた。 

 

Ⅱ 毎年の主な活動及び事業 
１ 指導法研究委員会 

(1) 小学校部会 (2) 中学校部会 

   小・中学校ごとに、県内14支部より推薦された委

員を中心に、学習指導法の研究及び授業実践、調査

研究を行う。 
２ 理科教育研究発表会 

(1) 児童生徒の部（埼玉県教育委員会からの事業委託） 

   各支部を代表する児童・生徒が研究の成果を発表

する。プレゼンテーション能力や質疑応答するため

のコミュニケーション能力が必要とされる。 

(2) 教員発表の部 

   各支部の代表者が授業実践等の発表を行い、参加

者と協議ができる貴重な研修の機会となっている。 

３ 科学教育振興展覧会（埼玉県教育委員会からの事業委託） 
  県内14支部から作品約80点（小・中）と高校 

30点が中央展に出展される。小・中・高それぞれで最

優秀作品３点に、県知事賞、県議会議長賞、県教育長

賞が授与される。 

４ 研究委嘱校 

  埼玉県理科教育研究会から委嘱された学校及び授業 

にて、研究発表や授業研究を行う。 
５ 研究調査（令和元年以降は指導法へ） 

(1) 小学校理科ICT活用研究委員会（～平30） 

   ※小学校理科コンピュータ利用委員会（～平24） 

    小学校の学習におけるICT機器の効果的な活用

方法についての研究を行う。 

(2) 中学校基礎学力調査委員会  （～平30） 

    県内の中学３年生を対象に、学習のつまずきを

把握し、学習活動に役立てる。 

６ 理科教育講演会 

 ・６月の総会後に、理科教育に関する有識者である 

教科調査官や学力調査官、大学教授などを招いて 

行われる。 

７ 総会・常任理事会 

 ・総会：年に１回、理科教育講演会と併せて開催さ 

れる。 

 ・常任理事会：年３回予定し、運営についての協 

議・報告が行われる。 

８ 研究集録の発行 
 ・事業について取り纏め、報告する物。 

（ホームページで公開、県内に周知） 

 

Ⅲ 20年間の記録 
１ 研究主題 

年 度 研 究 主 題 

平17～ 

23 

一人一人の児童生徒が問題意識をもち、 

自然を主体的に調べる活動を行う授業の展開 

平24～ 

  26 

一人一人の児童生徒が問題意識をもち、 

自然を主体的に探究する授業の展開 

平27 
一人一人の児童生徒が問題意識をもち、 

自然を主体的に探究する活動を行う授業の展開 

平28～ 

29 
理科における資質・能力の育成 

平30～ 

令６ 

自然を主体的・科学的に探究する 

資質・能力の育成 

 

２ 研究委嘱校 

研究委嘱校・授業研究校 委嘱年度 

さいたま市立大久保中学校 

さいたま市立土屋中学校 
平17 

さいたま市立沼影小学校 

川島町立中山小学校 

さいたま市立植竹中学校 

平18 

さいたま市立仲町小学校 

さいたま市立岸町小学校 
平19・20 

 

５ 埼玉県理科教育研究会 
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川口市立幸並中学校 

川越市立川越第一中学校 

春日部市立豊春中学校 

熊谷市立富士見中学校 

平21・22 

行田市立荒木小学校 平22 

久喜市立久喜小学校 平24・25 

春日部市立八木崎小学校 平24～令元 

川越市立霞ヶ関小学校 平26 

川越市立川越第一小学校 平26・27 

越生町立越生小学校 平27・28 

さいたま市立大谷口小学校 平29・30・令元 

さいたま市立大宮東小学校 平30 

  

３ 理科教育講演会 

年

度 

「 演   題 」 

講   師 

平

17 

「埼玉県の自然を学習の場とした体験プログラム」 

埼玉県立自然史博物館 冨田 廣行 氏 

平 

18 

「科学的探究能力を育成する理科教育に関する内外の状況」 

国立教育政策研究所 小倉 康 氏 

平 

19 

「すべての生徒に科学的な資質能力を育む理科教育へ向けて」 

国立教育政策研究所 小倉 康 氏 

平 

20 

「新しい理科教育の方向性を考える 

～子どもが納得し、実感する理科授業をづくりをめざして～」 

中教審教育課程部会委員 矢野 英明 氏 

平 

21 

「新しい理科教育がめざすもの」 

文部科学省教科調査官 村山 哲哉 氏 

平 

22 

「これからの理科教育の実践 

～これまでの課題の克服の視点から～」 

文部科学省教科調査官 田代 直幸 氏 

平 

23 

「科学的概念形成を図る教授法-外的資源の活用-」 

埼玉大学教育学部教授 清水 誠 氏 

平 

24 

「今、理科教育に求められること」 

文部科学省学力調査官 林 誠一 氏 

平 

25 

「古くて新しい理科教育-今、必要な変化は何か-」 

埼玉大学教育学部教授 小倉 康 氏 

平 

26 

「資質や能力の包括的育成に向けた教育課程 

の基準の今、理科教育に求められること」 

国立教育政策研究所 後藤 顕一 氏 

平 

27 

「星誕生～すばる／ALMA望遠鏡でみた宇宙の姿～」 

埼玉大学教育学部准教授 大朝由美子 氏 

平 

28 

「全国学力・学習状況調査結果と 

中教審の動向から見る理科授業づくり」 

文部科学省学力調査官 山中 謙司 氏 

平 

29 

「これからの理科教育と評価」 

埼玉大学教育学部准教授 中島 雅子 氏 

平 

30 

「新学習指導要領の趣旨を踏まえた理科の授業づくり」 

文部科学省教科調査官 鳴川 哲也 氏 

令 

元 

「理科における言語活動について 

～結果と考察 理科系の作文技術に関連して～」 

埼玉大学教育学部教授 近藤 一史 氏 

令 

２ 
※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、 

総会・講演会を中止とした 

令 

３ 

「新しい学習評価の考え方」※オンライン講演 

十文字学園女子大学教授 塚田 昭一 氏 

令 

４ 

「小学校理科の授業と学習評価 

～学力・学習状況調査から見えてきたこと～」※ 

文部科学省学力調査官 川上 真哉 氏 

令 

５ 

「全国学力・学習状況調査の結果から 

資質・能力を育む授業改善を考える」 

文部科学省学力調査官 神 孝幸 氏 

令 

６ 

「これからの理科教育を考える」 

文部科学省視学官 藤枝 秀樹 氏 
 
４ 埼玉県における全国・関東大会の開催 

(1) 平成20年 11月６日・７日 

   第17回関東甲信越地区小学校理科教育研究大会 

   大会主題・研究主題 

「理科好きな子どもを育てる理科指導の工夫」 

―発見・感動・実感― 

   於：さいたま市民会館うらわ  （全体会） 

さいたま市立仲町小、岸町小（発表校） 

(2) 平成22年 11月16日・17日 

   第26回関東甲信越地区中学校理科教育研究大会 

   大会主題・研究主題 

  「生きる力を育む新しい理科教育の創造」 

   於：市民会館おおみや   （全体会） 

春日部市立豊春中学校  （第１分科会）川越市立川越第一中学校（第２分科会） 

川口市立幸並中学校   （第３分科会）熊谷市立富士見中学校  （第４分科会） 

  
５ 組織の改変、規約の改定等 

○ 令和元年度より、働き方改革として事業見直しを 

図る。 

・研究調査委員会を指導法内へ移行する。 

・研究集録を冊子配布からホームページ上への掲載

に切り替える。 

 

Ⅳ まとめと課題 
  世界的にコロナウイルス感染症が蔓延し、教育活動

に制限がある状況が続いた。しかし、そのような状況

の中でも、各学校においては理科教育を推進し、科学

展にも毎年、各地区合わせて2,000点の応募がある。

児童生徒の科学的に探究する思いは、決して失われて

はいないことが分かった。 

本研究会では、これからも子供たちの思いを引き出

すことはもちろん、すべての人の理科教育への関心を

高めることを推進していきたい。 
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６ 埼玉県音楽教育連盟 
 

 

Ⅰ 会の歩み 

  埼玉県音楽教育連盟（以下：音教連）は昭和 25

年に組織され、今年で75年目を迎える。諸先輩方が

これまで築き上げてきた伝統を大切にしながら、生

活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる子供の育成

を目指し、研究と実践に日々取り組み続けている。 

  本連盟の研究推進にあたっては、三つの専門委員

会を中心にして、研究委嘱校研究発表大会、役員研

修会及び教育講演会、埼玉県小・中学校等音楽会、

実技研修会の実施、会報（研究紀要）の発行などを

行っている。ここでは、昭和60年からの音教連の歩

みについて振り返ることとする。 

  平成20年３月、学習指導要領が告示され、その後

の移行期間を経て、小学校では23年度より、中学校

では24年度より全面実施となった。音楽科では、〔共

通事項〕の新設や、歌唱・器楽・音楽づくり（創作）

の３分野の再構成、鑑賞における言語活動の充実、

和楽器（器楽）の重視などが主な改訂内容となった。 

これを受け、同年 10 月にさいたま市において第

50回関東音楽教育研究会埼玉大会が開催された。本

大会では、研究主題を「音楽との新しい出会いを求

めて」、副題を「音楽を形づくっている要素を架け橋

にして、思いや意図をふくらませ、音楽を深める子

どもたち（新学習指導要領の〔共通事項〕を視野に

入れた取組）としての発表であった。この大会は、

学習指導要領の移行期間中の開催でもあり、音楽科

の授業時数が削減される中で、子供たちと音楽との

関わりをより一層深めていくための学習指導の改善

について具体策を発信することができた大会であっ

た。 

平成28年には、所沢市を会場に第58回関東音楽

教育研究会埼玉大会が開催された。研究主題を「伝

わる音楽」、副題を「音楽を共有し、感性を豊かにす

る学びを通して」とし、関東甲信越をはじめ全国各

地から800名を超える参会者を迎えての実施となっ

た。この大会は、学習指導要領の改訂に向けた国の

動向や今までの音楽教育の現状と課題を踏まえ、「音

楽の共有」が大事であるとの認識に立ち、協働的な

学びの中で、児童生徒同士、教師と児童生徒が音楽

を共有し、音楽のもつ価値を互いに認め合う授業の

実現を目指した大会であった。 

翌年、平成29年３月に告示された学習指導要領で

は、音楽に対する感性を働かせ、他者と協働しなが

ら、音楽表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさ

などを見いたしたりすることができるようにするこ

とや、音や音楽と自分との関わりを築いていけるよ

う、生活や社会の中の音や音楽の働きについての意

識や音楽文化についての理解を深める学習の充実を

図ることなどが改訂の基本的な考え方とされた。こ

れは、まさに本連盟がこれまで取り組んできた研究

の視点と大きく重なる部分であった。 

  学習指導要領が全面実施となった令和２年には、

新型コロナウイルス感染症の拡大により、様々な音

楽科の学習活動が制限をされることとなった。感染

症の拡大は翌年も続いたが、感染対策を講じた授業

実践や同時期に始まったＧＩＧＡスクール構想によ

る一人一台端末を活用した授業実践などの指導事例

の研究を進めてきた。 

  そして現在は、令和７年度に戸田市で開催する第

67 回関東甲信越音楽教育研究会埼玉大会に向けて、

個別最適な学びと協働的な学びの充実のための鍵と

なるＩＣＴの活用について指導力を高め、音楽教育

の質の向上を目指して研究を進めている。 

 

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

年 度 主な活動及び事業 

毎 年 

○役員研修会 

○教育講演会 

○夏季実技研修会 

○埼玉県小・中学校等音楽会地区大会 

（県内10地区） 

○研究委嘱校研究発表大会 

※以下、平成29年で事業終了 

○研究助成者募集（紙面発表） 

※以下、令和元年で事業終了 

○埼玉県小・中学校等音楽会中央大会 

（県南・県北） 

平成17 
○研究委嘱校発表 

 日高市立高麗川中学校 

平成18 

平成19 

○研究委嘱校発表 

 さいたま市立東大成小学校 

平成20 ○第50回関東音楽教育研究会 
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平成20 埼玉大会（さいたま大会） 

平成21 
○研究委嘱校発表 

 志木市立志木中学校 

平成22 
○研究委嘱校発表 

 熊谷市立三尻小学校 

平成23 
○研究委嘱校発表 

 春日部市立武里中学校 

平成24 
○研究委嘱校発表 

 坂戸市立片柳小学校 

平成25 
○研究委嘱校発表 

 さいたま市立三橋中学校 

平成26 
○研究委嘱校発表 

 川口市立在家小学校 

平成27 
○研究委嘱校発表 

 吉見町立吉見中学校 

平成28 
○第58回関東音楽教育研究会 

埼玉大会（所沢大会） 

平成29 
○研究委嘱校発表 

 横瀬町立横瀬小学校 

平成30 
○研究委嘱校発表 

 八潮市立八潮中学校 

平成31 

令和元 

○研究委嘱校発表 

 さいたま市立大成小学校 

令和２ 

○新型コロナウイルス感染症拡大のた

め、以下の事業が実施中止となった。 

・研究委嘱校研究発表 

・教育講演会 

・夏季地区研修会 

・埼玉県小・中学校等地区音楽会 

令和３ 
○研究委嘱校発表（オンライン開催） 

 戸田市立笹目中学校 

令和４ 
○研究委嘱校発表 

 富士見市立ふじみ野小学校 

令和５ 
○研究委嘱校発表 

 熊谷市立富士見中学校 

令和６ 

○研究委嘱校発表 

 川口市立神根小学校 

 鴻巣市立川里中学校 

 

Ⅲ 特色ある研究活動 

１ 役員研修会 

  年３回開催している。役員選出や事業計画等を審

議する場であり、全県下より多数の先生方の参加を

いただいている。 

 

２ 教育講演会 

第２回、第３回役員研修会の際に実施している。 

学習指導要領の具体についての内容や、音楽教育の

様々な研究分野についての講演会を行っている。 

３ 夏季地区研修会 

県内 10 地区で地区ごとに講師を招き、実技研修

会 

を行っている。現場の課題に直結した実践的な内容

の研修会である。 

４ 埼玉県小・中学校等音楽会 

歌唱、器楽の音楽会を県教委・さいたま市教委と 

共催で、県内10地区11会場で行っている。日頃の

音楽科の授業における学習成果の発表の場とし、教

師の指導力の向上を図っている。 

５ 研究委嘱校研究発表大会 

県内の小・中学校から毎年１校に研究委嘱を行い、 

授業及び研究協議会を行い発表している。研究の成

果を全県に広めるため、県内を５地区に分け、それ

ぞれの地区をまんべんなく回るよう配慮して委嘱を

行っている。 

６ 会報 

毎年１回発行している。研究委嘱発表大会の内容、 

教育講演会の記録、各地区の活動報告、音楽会の報

告等の場として充実した内容となるように努めてい

る。 

令和元年よりホームページへの掲載による発行と

なっている。 

 

Ⅳ 今後の課題 

 音教連は、県内を10地区に分け、各地区の理事約

120 名により運営されている。さらに、各理事は３

つの専門委員会（授業研究、指導法研修、広報）に

分かれ、それぞれ分担しながら音楽教育各分野につ

いての活動を進めている。現在のこの形は、これま

での活動の積み重ねの中から創り出されてきたもの

である。 

 音楽科の教員は、各校に１名が大半である。その

ため、同じ立場の教師が、どのような信念で、どの

ような夢を描き、どのような挑戦をしているのかを

知ることができるよう、本連盟の活動が埼玉県の音

楽教育に関わる先生方のネットワークとしての価値

を果たせるよう尽力していく。 

そして、児童生徒が音楽に対する感性を働かせ、

音や音楽と豊かに関わる資質能力の育成のため、授

業研究や音楽会をはじめとする本連盟の諸事業を充

実していくことに努めていく。 
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Ⅰ 研究のあゆみ 

これまで、美術教育連盟では、研究部を中心に各地

区（ブロック）で研究実践に取り組み、その成果を造

形教育研究大会で発表してきた。 

平成12年度から平成26年度までは、夏季休業中に

造形大会Ⅰとして教材開発研修会を実施し、その成果

を授業で実践、秋の造形大会Ⅱで発表する形で実施し

ていたが、平成27年度からⅠとⅡを一本化し、夏季

休業中に開催する形に変更した。 

その後、コロナ禍による中断、オンライン開催を経

て、令和６年度からは、１年目に創造体験研修会

（Navi1）、２年目に授業実践研究会（Navi2）を行う

２年単位で実施する形とし、８月に創造体験研修会

（Navi1）を深谷市で開催した。 

また、関ブロ大会（関東甲信越静地区造形教育研究

大会）を平成24年度の所沢市に続き、令和５年度に

は川口市で開催した。川口大会では、当初、オンライ

ンによる開催を計画していたが、同年５月の新型コロ

ナウイルスの５類移行を受け、オンラインと現地対面

のハイブリッド開催とした。 

研究部が中心となり設定した大会テーマ「ワイワイ

埼玉 Artlearntis」は、積極的な意見交流の姿と「Art」

（アート）、「learn」（学び）を「Ｔransformation」

（変革）、「Inclusion」（包括）、「Sustainability」（持

続可能性）していくという意味が込められている。 

併せて大会での追究観点３つを示し、それを基にし

た授業実践、提案を行った（図１）。 

 

 

 

 

 

 

図１ ３つの追究観点 

 

 

 

【羅針盤 ３つの追究観点】 

 

 

 

 

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

年度 主な活動及び事業 

平成 

17 

〇造形教育研究大会Ⅰ（上尾市文化センタ

ー）造形教育研究大会Ⅱ（川口市立十二

月田小・中学校） 

平成

18 

〇造形教育研究大会Ⅰ（羽生市羽生市民プ

ラザ）造形教育研究大会Ⅱ（東松山市立

松山第一小・中学校） 

平成

19 

〇造形教育研究大会Ⅰ（深谷市民文化会

館）造形教育研究大会Ⅱ（本庄市立本庄

南中学校・北泉小学校） 

平成

20 

〇造形教育研究大会Ⅰ（八潮市メセナ）造

形教育研究大会Ⅱ（加須市立加須小学

校・加須平成中学校） 

平成

21 

〇造形教育研究大会Ⅰ（さいたま市市民会

館うらわ・本太小学校）造形教育研究大

会Ⅱ（さいたま市立植竹中学校・大砂土

小学校） 

平成

22 

〇造形教育研究大会Ⅰ（戸田市立芦原小学

校）造形教育研究大会Ⅱ（鴻巣市立大芦

小学校） 

平成

23 

〇造形教育研究大会Ⅰ（熊谷市立妻沼中央

公民館・熊谷市立妻沼東中学校）造形教

育研究大会Ⅱ（秩父市立南小学校・秩父

市立秩父第二中学校） 

平成

24 

〇第 52回関東甲信越静地区造形教育研究大

会及び第 54 回埼玉県造形教育研究大会

（所沢市所沢市民文化センターミューズ

他） 

平成

25 

〇造形教育研究大会Ⅰ（行田市教育文化セ

ンター「みらい」）造形教育研究大会Ⅱ

（春日部市立八木崎小学校・春日部中学

校） 

平成

26 

〇造形教育研究大会Ⅰ（埼玉大学教育学部

附属小学校）造形教育研究大会Ⅱ（さい

たま市立浦和大里小学校） 

平成

27 

〇造形研究大会（戸田市立芦原小学校）今

年度よりⅠとⅡを一本化 

平成

28 

〇造形研究大会（深谷市上柴公民館） 

 

平成

29 

〇造形研究大会（東松山市高坂小学校） 

 

平成

30 

〇造形研究大会（蓮田市総合文化会館ハス

トピア及び蓮田市総合市民体育館パルシ

ー） 

令和 〇造形研究大会（埼玉大学教育学部附属小

７ 埼玉県美術教育連盟 
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元 学校） 

令和

２ 

〇新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め埼玉県造形教育研究大会は次年度に延

期。身体障害者福祉のための児童生徒美

術展は中止、第６１回県児童生徒美術展

（県下１０会場）及び第１３回中央展も

中止。各地区審査会及び中央審査会は実

施。第５５回郷土を描く美術展（埼玉県

立近代美術館）は開催。 

令和

３ 

〇新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め埼玉県造形教育研究大会は ZOOMによる

オンライン開催。１日の日程で Part1 授

業実践研究のみ実施。 

令和

４ 

〇埼玉県造形教育連合発足 

〇夏季研修会（オンライン開催） 

令和

５ 

〇夏季研修会（戸田市立戸田第二小学校） 

〇第62回関東甲信越静地区造形教育研究大

会埼玉大会及び第63回埼玉県造形教育研

究大会（川口総合文化センター リリア他

＋オンラインのハイブリッド開催）。 

大会テーマを 

「ワイワイ埼玉Artlearntis」とした。 

令和

６ 

〇造形教育研究大会 Navi1（深谷市立岡部中

学校・岡部公民館） 

〇本年度より、一本化した造形教育研究大

会を２年単位で各地区が担当することと

した。 

 

Ⅲ 特色ある活動 

１ 造形教育研究大会 

平成 16 年度より、造形教育大会Ⅰを創造体験研

修会とし、造形教育大会Ⅱは、この大会Ⅰに縛られ

ることなく各地区が連盟の掲げる研究テーマでの研

究に基づいた実践発表や当面する課題を取り上げる

分科会を可能とした。 

令和６年度より、担当職員の負担軽減と各地区の

研究活動の活性化を図るため、令和５年度の関ブロ

埼玉（川口）大会の研究成果をふまえ、新たな大会

コンセプト（図２）を示し、２年単位で各地区が研

究実践を進める取組をスタートさせている。 

 

 

 

 

 

 

図２ 造形大会コンセプト 

 

２ 児童生徒美術展の開催 

 年間３つの展覧会を主催、または、共催で開催し

ている。 

 (1) 埼玉県児童生徒美術展 

各学校の授業でつくられた児童生徒作品を県内 

10地区で一般公開展示を行う。 

令和５年度からは中央展覧会を廃し、地区展の

みの開催となった。 

(2) 身体障害者福祉のための児童生徒美術展 

身体障害者福祉協会との共催により開催。 

特別賞を含む特選作品を一般公開展示する中央

展を各地区の持ち回りにより開催している。 

(3) 郷土を描く児童生徒美術展 

  埼玉県校外教育協会との共催により開催。 

中央展を埼玉県立近代美術館で開催している。 

 

３ 刊行物 

 美術教育連盟編集部による冊子「美連」を毎年

刊行している。埼玉県美術教育連盟ＨＰでは、過

去５年分を掲載している。 

 〈掲載内容〉 

 (1) 造形教育大会の概要の紹介 

 (2) 各展覧会の入賞生徒作品の紹介 

 (3) 造形教育大会の歩み他記録欄等 

 

４ 業務改善の視点でのＷｅｂサイトの開設 

令和３年度より、美術教育連盟全体の業務改善に

取り組み、連盟主催の総会・役員研修会、造形教育

研究大会などの派遣文書や資料をデータ化し、役員

が閲覧・共有できるＷｅｂサイトを開設した。 

これにより事務局の資料印刷・送付業務等が軽減

され、本部事務業務の改善に繋がった。 

また、本サイトでは、令和５年度に開催された関

ブロ埼玉（川口）大会の資料をはじめ、本連盟の過

去の資料も掲載しており、本連盟の足跡を振り返る

ことができるようにしている。 

 

Ⅳ まとめと今後の課題 

 本連盟では、県内を東西南北・さいたま市の５つの 

ブロックに分け、造形教育大会をローテーションで開 

催するなど、地域を核にした研究にも力を入れてきた。 

現在、様々な改革が進められる中で、改めて図工・ 

美術の在り方を問い直し、造形教育の新天地『ワイワ

イ埼玉』が実現できるよう、一人一人の指導力向上と

図工・美術教育の発展充実のため、一層の研究推進を

図っていきたい。 
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Ⅰ 研究の歩み 

埼玉県保健体育研究会は、埼玉県小学校体育連盟

と埼玉県中学校体育連盟を母体として昭和４０年１

月に発足し、昭和４０年度に連合会に加盟した。初

代会長は須永九重氏、副会長は加藤雅信氏、理事長

は浅香久氏が務めた。現在は小学校部会と中学校部

会に分かれているが、互いに情報を共有しながら活

動をしている。 

Ⅱ 主な活動及び事業 

本研究会は、埼玉県における小中学校の保健体育

の振興をはかることを目的として設立され、事業を

行っている。主なものに体育研究協議会があり、小

学校部会と中学校部会に分かれ活動している。以下

に平成 17年度から令和６年度までの２０年間の研

究の推移を示す。 

１ 小学校部会 

年 度 主な活動及び事業 

毎 年 

○小学校体育の発展に資する目的

で小学校体育研究協議会(第４８

回～第６７回)を開催している。

平成 17年度 

○研究主題「児童が主体的に取り組

む学習指導の計画と実践」として

研究協議を行った。

平成 18年度

～20年度 

○研究主題「児童一人一人を伸ばす

学習指導の計画と実践」として研

究協議を行った。

平成 21年度

～30年度 

○研究主題「運動の特性や魅力を味

わわせ、体力と運動の技能を高め

る指導と評価の工夫」として研究

協議を行った。

令和元年度 

○研究主題「各指導内容をバランス

よく育み、運動の特性や魅力を味

わわせる授業の工夫」として研究

協議を行った。

令和２年度 

○研究主題「運動の特性や魅力を味

わわせ、資質・能力をバランスよ

く育む授業の工夫」として研究協

議を行った。

 

 

令和３年度 

○研究主題「運動の特性や魅力に応

じた楽しさや喜びを味わわせ、資

質・能力をバランスよく育む授業

の工夫」として研究協議を行っ

た。

令和４年度

～６年度 

○研究主題「運動の特性や魅力に応

じた楽しさや喜びを味わうとと

もに、資質・能力をバランスよく

身に付ける授業の工夫」として研

究協議を行った。

２ 中学校部会 

年 度 主な活動及び事業 

毎 年 

○中学校体育の発展に資する目的

で中学校体育研究協議会(第４３

回～第６２回)を開催している。

①は第１主題、②は第２主題、③は第３主題を示す。 

また、主題が変更となったものを示す。 

平成 17年度 

① 「学習指導要領の趣旨を踏まえた

評価計画及び評価方法の工夫 （球

技）」

② 「器械運動の特性に応じた効果的

な学習指導の工夫」

③ 「健康で安全な生活を営むための実践

力を育てる保健学習の工夫」

平成 18年度 
② 「体つくり運動の特性に応じた効果的

な学習指導の工夫」となった。

平成 19年度 

① 「学習指導要領の趣旨を踏まえた

評価計画及び評価方法の工夫（陸

上競技）」となった。

平成 20年度 

① 「学習指導要領の趣旨を踏まえた

評価計画及び評価方法の工夫（武

道）」となった。

平成 21年度 
① 「学習指導要領の趣旨を踏まえた評価

の工夫（武道）」となった。

平成 22年度 
① 「新学習指導要領の趣旨を踏まえた年

間指導計画の作成」となった。

平成 24年度 
② 「武道の特性に応じた効果的な学

習指導の工夫」となった。

平成 26年度 ① 「学習指導要領の趣旨を踏まえた評価

８ 埼玉県保健体育研究会
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の工夫（球技）」となった。 

平成 28年度 
② 「ダンスの特性に応じた効果的な

学習指導の工夫」となった。

平成 30年度 
① 「陸上競技の特性に応じた効果的な学

習指導の工夫」となった。

令和２年度 
② 「体つくり運動の特性に応じた効果的

な学習指導の工夫」となった。

令和３年度 

③「生涯を通じて心身の健康を保持

増進するための資質・能力を育て

る保健教育の工夫」となった。 

令和５年度 
①「器械運動の特性に応じた効果的

な学習指導の工夫」となった。 

令和６年度 
② 「球技の特性に応じた効果的な学

習指導の工夫」となった。

Ⅲ 特色ある研究活動 

１ 体育研究協議会 

小学校部会、中学校部会それぞれにおいて「体

育研究協議会」を開催している。埼玉県教育局県

立学校部保健体育課が中心となり、県内の学校に

共通した課題をもとに研究主題を設定する。その

後、主題や領域に合わせて、各地区で実践が行わ

れ、その成果や課題をまとめた資料を作成する。

毎年１月または２月にオンラインにて協議会があ

り、指導者や司会助言者が中心となり、各地区か

ら集まった参会者が作成した資料をもとに活発な

協議を行っている。 

２ 指導者・司会助言者打合せ会 

研究協議の内容を高めるため、また、運営を円

滑に進めるために行っている。 

３ 第 58回全国学校体育研究大会埼玉大会 

令和元年度に日本学校体育研究連合会主催の

全国学校体育研究大会を埼玉大会として行った。 

本大会では、学習指導要領並びに幼児期運動指

針の趣旨とこれまでの埼玉県における学校体育

研究の成果を踏まえ、研究主題を『生涯にわたっ

て運動に親しみ、明るく豊かな生活を営む資質や

能力を育てる体育授業』と設定した。この主題の

もと、埼玉県では、幼児や児童生徒が意欲的に運

動やスポーツに取り組み、運動やスポーツが「で

きるようになる」楽しさを味わうことが豊かなス

ポーツライフにつながると考えた。そして、体育

における「技能」「態度」「知識、思考·判断」の

指導内容を確実に身に付けられる 

ようにするため、発達の段階を踏まえた指導と 

評価の計画、自ら学習できる学習過程や学習形態

の工夫、指導と一体化した評価を柱に授業研究を

進めた。本大会は、これまでの研究実践の成果を

踏まえ、公開授業 ・保育をもとに各分科会におい

て、主題に掲げる体育授業の在り方について提案

し、研究協議を行った。 

小学校研究主題 

「仲間と共に運動の楽しさや喜びを味わう体育

授業の創造」 

中学校研究主題 

「できた喜びや仲間と共に運動する楽しさを味

わう体育授業の創造」 

４ 刊行物 

・体育研究協議会小学校部会紀要（毎年）

・体育研究協議会中学校部会紀要（毎年）

Ⅳ 今後の課題 

学校体育において、子供たちが未来社会を切り拓

くための資質・能力を確実に育成していくことが一

層求められている。特に、主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善が大切であり、児童生徒

が体育科の見方・考え方を働かせながら、知識を相

互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査し

て考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考

えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向

かう過程を重視した学習の充実が必要となっている。 

また、埼玉県の児童生徒の体力・運動能力は、「全

国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果による

と、非常に高い傾向にある。しかし、 「運動・スポー

ツが好き」や「やや好き」と感じている児童生徒の

割合が、全国平均よりも低い結果となっており、す

べての児童生徒に対して、運動への関心や自ら運動

する意欲、運動の知識、技能など、生涯にわたって

運動と親しむ資質や能力を育成していくことが求め

られている。 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、指導内容を精査し、

指導計画及び評価計画の活用や改善を行い、学習指

導の充実に努めていく必要がある。 

これらの課題を達成できるよう、埼玉県教育局学

校教育部保健体育課、埼玉県連合教育研究会、埼玉

県小学校体育連盟、埼玉県中学校体育連盟のご指導、

ご支援をいただきながら、今後も研究を積極的に推

進していきたい。
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９ 埼玉県英語教育研究会 

Ⅰ 研究の歩み 

 平成７年から平成 17年までの 10年間は、埼玉県

中学校英語教育研究会も、社会の進展と時代の変化

に対応しながら組織をあげて研究活動を進めた。ま

た総会での授業研究会や、英語弁論大会、英語学力

調査問題作成、教員研究発表会の四大事業の深化・

充実に向け、知恵と熱意をもって着実に進め、平成

17年度に 50周年を迎えた。 

 50 周年を迎えてからの 10 年間は、和暦も平成か

ら令和に変わったことも相まって、事業の精選を図

りながらも、埼玉県の英語教育の向上を図るために、

通年行事として毎年総会において授業研究会を行っ

たり、英語教員研究発表会を開催したりして教員の

資質の向上に努めてきた。 

しかしながら、令和元年度末に生じた新型コロナ

ウイルス感染症の蔓延等や教員の働き方改革の影響

もあり、総会・授業研究会の縮小や学力調査問題か

ら英語の力を測る問題への名称・実態変更を行いな

がらも、教員の指導力向上や生徒の資質・能力につ

ながるように事業を進めていった。 

この 20 年間にも埼玉県中学校英語教育研究会は

埼玉県小中学校英語教育研究会となり、現行の埼玉

県英語教育研究会へと名称変更を行った。 

さて特筆すべきこととしては、まず一つ目として、

平成 21年に第 33回関東甲信地区英語教育研究協議

会(通称「関プロ」)を本県所沢地区で、平成 30年度

には第 42 回大会は本県北足立北部地区において開

催した。 

第 33回大会では平成 21年度の指導要領全面実施

に向けて「小学校外国語活動」の全面実施に向けた

取り組みと、引き続き「実践的コミュニケーション

能力の育成」を目指した研究と実践発表に取り組ん

だ。  

また、第 42 回大会では「21 世紀を逞しく生き抜

く人材の育成を目指した英語教育～コミュニケーシ

ョンを大切にする児童・生徒の育成～」という研究

主題の下、「言葉そのものを大切にする」「伝え合う

内容を大切にする」「相手を大切にする」の三つの視

点を基に分科会を構成し、鴻巣・北本・桶川を舞台

に実施した。共に盛況のうちに開催することができ、

現在も関プロ開催県として活発な活動を行っている。

二つ目として、様々な研究や研修会の機会を設置し、

本県の英語教育に本研究会は尽力してきたが、令和

６年度において全国英語教育団体連合会（通称「全

英連」）における埼玉大会が本県を舞台に行われたこ

とである。「“シン・英語教育”～four skillsから

skill integrationへ、そして competencyの育成へ

～」という大会テーマの下、高等学校英語教育研究

会（通称「高英研」）と共に実施した。 

初日（11 月 15 日）は越谷市サンシティホールを

中心に、一般社団法人教育環境デザイン研究所理事

兼東京大学生産技術研究所リサーチフェローの白水 

始氏を迎え基調講演を行った。小・中学校からは、

さいたま市立鈴谷小学校より渡邊 瑞月 教諭が、

さいたま市立原山中学校より黒﨑 輝 教諭が、高

等学校からは埼玉県立伊奈学園総合高等学校より降

籏 康善 教諭が授業提案を行った。 

２日目（16日）は分科会を行い、30名の先生方が

二部制の 15 か所の分科会場に分かれて発表を行っ

た。今年度行われた全国大会については、埼玉県で

行われるのは今回が初めてであった。 

 最後に、40周年を迎えた際、創設した「大野政巳

英語教育賞」について述べたい。こちらは関東甲信

地区並びに本県の英語教育の今日の隆盛を築かれた

故大野政巳先生の意志と英語教育に傾注された情熱

を受け継ぎ、 読売新聞さいたま支局の後援を得て、

平成 15年度に「大野政巳英語教育賞」として設立し

たものである。 

現在も多くの論文が投稿され、多くの英語教員が

最優秀賞、優秀賞を経たことをきっかけし、全日本

的な英語教育への発展へと貢献をする教員も表れて

いる。 

昨年度については、さいたま市立本太小学校より

有江 聖 教諭が二年連続で入賞となった。 
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一昨年度は、優秀賞そして昨年度は最優秀賞を受

賞しており、読売新聞の紙面においても掲載等され

た。引き続き本会としても各行事を通し、英語教員

の資質向上に努めると共に、次代を担う英語教員の

育成を目指している。 

Ⅱ 主な活動および事業(20年間の変遷) 

年度 内  容 

毎年 

○総会（令和５年度より中止、理事・幹事

会にて協議を行うこととした。）

〇教員研究発表会 

〇英語弁論大会 

〇学力調査（令和５年度より「埼玉県小中

学校英語の力を測る問題」とした。） 

〇大野雅巳英語教育賞 

平成 

17 

○第 39回英語教員研究発表会

春日部市民文化会館 

18 
○第 40回英語教員研究発表会

さいたま市青少年宇宙科学館 

19 

○第 41回英語教員研究発表会

SKIPシティ 

彩の国ビジュアルプラザ 

20 

○第 33回関プロ埼玉大会プレ大会

(兼第 42回英語教員研究発表会)

所沢市立松井公民館 

21 

○第 33回関プロ埼玉大会

(兼第 43回英語教員研究発表会)

所沢市民文化センター ミューズ、 

所沢市立中央中学校 

所沢市立東中学校 

所沢市立安松中学校 

22 
○第 44回英語教員研究発表会

国立女性教育会館 

23 
○第 45回英語教員研究発表会

本庄市中央公民館 

24 
○第 46回英語教員研究発表会

深谷市立教育研究所 

25 
○第 47回英語教員研究発表会

市民プラザかぞ 

26 
○第 48回英語教員研究発表会

秩父地域地場産振興センター 

27 
○第 49回英語教員研究発表会

菖蒲文化会館アミーゴ 

28 
○第 50回英語教員研究発表会

さいたま市立浦和コミュニティセンター

29 

○第 42回関プロ埼玉大会プレ大会

(兼第 51回英語教員研究発表会)

鴻巣市文化センター クレアこうのす

30 

○第 42回関プロ埼玉大会

(兼第 52回英語教員研究発表会)

鴻巣市文化センタークレアこうのす、

桶川市立桶川西中学校 

北本市立北本中学校 

鴻巣市立吹上北中学校 

令和

元 

○第 53回英語教員研究発表会

坂戸市文化施設オルモ 

２ 

○第 54回英語教員研究発表会

北足立南部支部管内 

※ 新型コロナウイルス感染症蔓延

防止のため中止

３ 

○第 55回英語教員研究発表会

比企支部管内 

※ 新型コロナウイルス感染症蔓延

防止のため中止

４ 
○第 56回英語教員研究発表会

オンラインによる開催 

５ 
○第 57回英語教員研究発表会

本庄市児玉文化会館セルディ 

６ 

〇第 74回全英連埼玉大会 

（兼第 58回英語教員研究発表会） 

第 1日：越谷サンシティホール 

（基調講演、実演授業など） 

第２日：獨協大学西棟（分科会提案） 

Ⅲ まとめと今後の課題 

英語教育の充実は、国や国民からこれまで以上に求

められ、重要視されている。 

働き方改革が叫ばれる現在ではあるものの、本会の

研究活動の中で、普段の実践や研究を引き続き協議し

ながら、その成果を各学校に持ち帰り、日々の授業に

生かしていきたい。 

さらには、「埼玉県」に関する情報の中で、特に「さ

いたま市」の英語教育について、全国的に報道される

機会が増えていることは、本会としても誠に喜ばしい

ことである。 

また、小中学校での英語教育については、従来以上

に連携を図っていくことが必要であり、これからの英

語教育を語っていく上で、重要なことであると捉えて

いる。今後も研究をより一層、積極的に推進していき

たい。 
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Ⅰ 研究の歩み 

 道徳教育は、教育の根本精神に基づき、よりよく

生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標

としている。 

この 20 年の間に道徳の時間は、新たに「特別の

教科 道徳」として位置付けられ、答えが一つでは

ない課題に子供たちが道徳的に向き合い、考え、議

論する道徳へと質的転換を求められた。 

あわせて、検定教科書を導入、年間 35 時間の着

実な実施と、一人一人のよさを伸ばし、成長を促す

評価等、道徳科の授業の充実が図られた。 

教科化という大転換の中、本研究会では、三つの

専門部組織を中心にして、「研究大会の企画・運営」

「夏季研修会の企画・運営」「研究収録の編集・発

行」に取り組み、多様で効果的な道徳教育の指導方

法を目指し、実践的研究を積んできた。 

Ⅱ 主な活動及び事業(20年間の変遷) 

年 度 主 な 活 動 及 び 事 業 

毎 年 

○研究大会、毎年開催される。

○研究紀要、毎年発行される。

○夏季研修会、平成元年度より毎年開催

される。（令和２年度、３年度は新型コ

ロナウイルス感染拡大のため、中止。） 

平成 

17 

○研究主題「社会の変化に対応し、主体

的に生きる子どもを育てる道徳教育」

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（飯能市立美杉台中学校）

平成

18 

○研究主題「人間としての生き方を身に

つけ、未来を切り拓く児童生徒を育て

る道徳教育」

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（鷲宮町立砂原小学校）

平成

19 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（鴻巣市立笠原小学校）

平成

20 

○研究主題「今を生き・夢を持ち、共に

未来を拓く道徳教育の創造」

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○関東地区小学校道徳教育研究大会・全

国小学校道徳教育研究大会（越谷市立

大沢小学校・越谷市立城ノ上小学校・

越谷コミュニティーセンター）

平成 

21 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（熊谷市立吉岡中学校）

平成 

22 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○関東甲信越中学校道徳教育研究大会

（新座市立第五中学校）

○全国道徳特別活動研究会全国研究大会

(鴻巣市立鴻巣南小学校)

平成

23 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（所沢市立清進小学校）

平成

24 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（宮代町立百間小学校）

平成

25 

○研究主題「自己への問いかけを深め、

よりよい生き方を求める道徳教育」

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（深谷市立深谷小学校）

平成

26 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○全日本中学校道徳教育研究大会・関東

甲信越中学校道徳教育研究大会（さい

たま市立岸中学校・さいたま市文化セ

ンター・浦和コミュニティーセンター） 

平成

27 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○関東地区小学校道徳教育研究大会（鴻

巣市立田間宮小学校）

平成

28 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（坂戸市立入西小学校）

平成

29 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（越谷市立大沢小学校。越谷

市立栄進中学校）

平成

30 

○研究主題「人としての生き方について

考えを深め、よりよく生きる児童・生

徒を育てる道徳教育の創造」

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（寄居町立寄居中学校）

令和 

元 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（上尾市立上尾中学校）

令和 

２ 

○夏季研修会 中止

○研究大会（吉見町立吉見中学校）

令和 

３ 

○夏季研修会 中止

○関東甲信越中学校道徳教育研究大会

（幸手市立幸手中学校）

※ オンライン開催

令和４ ○夏季研修会（幸手市立幸手中学校）

10 埼玉県道徳教育研究会 
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令和 

４ 

※オンライン開催

○関東甲信越小学校道徳教育研究大会

（さいたま市立本太小学校）

令和 

５ 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（朝霞市立朝霞第五中学校）

令和 

６ 

○夏季研修会（鴻巣市文化センター）

○研究大会（熊谷市立江南北小学校）

Ⅲ 特色ある活動 

１ 総会（理事会）・専門部会・全体研究協議会 

 年度当初、本部役員及び地区役員が参集し、本

研究会の運営に係る諸報告及び諸計画について

の承認と共に、専門部会毎に、部組織及び活動計

画概要の確認を行っている。 

全体研究協議会では、例年、会員の道徳教育に

係る資質向上に資する機会として、道徳教育に係

る有識者を講師として、講演会を実施している。

令和６年度は、前文部科学省教科調査官、十文字

女子大学教授、浅見哲也氏にご講演いただいた。 

２ 夏季研修会 

 夏季研修会は、夏季休業中に全日研修の形で、

全県の教員対象に、実施している。 

道徳科で扱う教材は、授業において児童生徒の

内面的自覚を深める重要な役割を担う。夏季研修

会では、「授業に生きる実践研修」を合言葉に、

小学校低・中・高学年・中学校別の４部会を開催

し、「教材吟味」と「指導案作成」の演習を実施

している。 

併せて、近年では、基礎・基本部会を新たに設

定し、道徳教育の基礎・基本を学ぶ機会としてい

る。 

 各部会の研修終了後、道徳教育の今日的課題に

ついての講演会を開催している。令和６年度は、

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官、

堀田 竜次氏にご講演いただいた。 

３ 研究大会 

本県各地区の道徳教育の一層の充実・発展を 

図りたいとの願いを込めて、東西南北各地区及び

さいたま市の地区順に研究大会を開催している。 

 この 20年間の大会内容は、「研究事例発表と講

演会」と、「公開授業の参観と講演会」の２部構成

のいずれかを開催してきた。 

 最近は、学校を研究大会の会場にして、「公開授

業の参観」を必ず取り入れて、心に響く道徳授業

のあり方の研究に力点を置いてきたが、新型コロ

ナウイルス感染症の予防、感染対策としてやむを

えず中止にしたり、オンラインで行ったり、縮小

したりして実施してきた。 

４ 研究紀要 

 全体研究協議<総会>、夏季研修会、研究大会の

指導講評や講演内容の集録をはじめとして、夏季

研修会の指導案の掲載、長期研修生の論文紹介等、

日々の道徳教育・授業に役立つ実用的な研究紀要

の編集を目指して作成してきた。 

 今後は、冊子にはせずホームページへの掲載に

する予定であり、周知する必要がある。 

５ 会報 

 道徳教育研究会の役員、主な活動内容や全  

体研究協議会<総会>、夏季研修会、研究大会の取

組内容等を中心に毎年、編集発行し、県内各小・

中学校に情報発信している。 

Ⅳ まとめと今後の課題 

 令和２年からの新型コロナウイルス感染症という

これまでになかったウイルスの猛威により、対策を

講じなければならなくなり、参集型の研修会が難し

かった数年間を経て、学校教育を取り巻く社会の諸

状況が激変した。ここで改めて、埼玉県道徳教育研

究会、夏季研修会の意義、内容、実施方法等につい

て見つめ直し、子供たちの未来づくりを支援できる

よう、令和の新しい埼玉県道徳教育研究会のあり方

を構築していく時期であると考える。 

 全ての子供たちの可能性を引き出し、個別最適な

学びと協働的な学びの実現を目指す令和の日本型学

校教育においては、学習指導要領の着実な実施と共

に、ICTが学校教育を支える基盤的なツールとなるよ

う、その効果的な活用が求められている。 「特別

の教科 道徳」を要とした、「道徳教育の推進」を目

指す上でも肝要な視点である。 

道徳教育、そして、埼玉県道徳教育研究会が取り

組むべき様々な課題を踏まえ、本研究会は、変化を

恐れず、県内各地域、各校から集う先生方にとって、

これまで実践を重ねた成果を交流し、学び合い、互

いの道徳に係る指導力向上へつなげる「場」となっ

ていく。 

併せて、研修成果等について、今後全県で共有し、

関東・全国に発信していく「役割」を担えるよう、

道徳教育の指導内容及び指導方法の改善・充実に取

り組んでいく。 
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Ⅰ 会のあゆみ 

 本会は、昭和35年度に発足し、以来、本年度で64

年目を迎える歴史のある研究会である。この間、研究

成果を様々な形でお伝えしてきたことで、県内のみな

らず全国の特別活動をリードする研究会として多くの

皆様に親しまれてきた。 

本会の事業は、二つの柱を目玉としている。 

一つ目は、年３回開催の専門委員研究協議会である。

約300人の専門委員の実践についてまとめたレポート

の内容を相互に伝え合うだけでなく、約 50名の役員、

研究相談員が可能な形で助言し、約20名の委員長・副

委員長が的確な指導を行う形で進めている。  

二つ目は、年１回刊行している研究集録である。こ

こ数年は、前述のレポートを研究集録の原稿として掲

載することで、それぞれの実践のよさを、読者が自級

に、自校に取り入れることができるようにしている。

実費頒布にすることで、県内のみならず県外からも入

手希望が絶えない。 

 埼玉県連合教育研究会60周年の本年を契機とし、特

別活動のさらなる充実、発展に寄与していくことがで

きるようにしていきたい。 

Ⅱ 主な活動及び事業（20年の変遷） 

ここ20年間（平成17年度～令和６年度）の主な活

動及び事業は、以下のようなものである。 

平成17年度 

・研究委嘱校研究発表会（深谷・八基小学校）

・研究集録第45集刊行

平成18年度

・研究集録第46集刊行

平成19年度

・研究委嘱校研究発表会（戸田・新曽北小学校）

・研究集録第47集刊行

平成20年度

・研究委嘱校研究発表会（大利根・元和小学校）

・研究集録第48集刊行

平成21年度

・全国特別活動研究協議大会埼玉大会開催

・研究委嘱校研究発表会（さいたま・蓮沼小学校） 

・特別活動Ｑ＆Ａ刊行

・研究集録第49集刊行

平成22年度

・研究委嘱校研究発表会（行田・埼玉中学校）

・研究集録第50集刊行

平成23年度

・研究委嘱校研究発表会（さいたま・大成小学校） 

・創立50周年記念行事開催

・研究集録第51集刊行

平成24年度

・研究委嘱校研究発表会 （北本・西中）

同   （さいたま・文蔵小学校） 

・特別活動Ｑ＆Ａプラス20 刊行

・研究集録第52集刊行

平成25年度

・関東地区特別活動研究協議大会埼玉大会開催

・研究委嘱校研究発表会（東松山・松山第二小学校）

同  （八潮・大瀬小学校） 

・研究集録第53集刊行

平成26年度

・研究委嘱校研究発表会（さいたま・美園小学校） 

・研究集録第54集刊行

平成27年度

・研究委嘱校研究発表会（川越・川越小学校）

・研究集録第55集刊行

平成28年度

・全国小学校学校行事研究全国大会埼玉大会開催

・研究委嘱校研究発表会（新座・新座小学校）

・研究集録第56集刊行

平成29年度

・関東地区特別活動研究協議大会埼玉大会開催

・研究委嘱校研究発表会（熊谷・久下小学校）

・研究集録第57集刊行

平成30年度

・研究委嘱校研究発表会（春日部・武里西小学校） 

・研究集録第58集刊行

平成31年度 令和元年度

・研究委嘱校研究発表会（所沢・清進小学校）

・研究集録第59集刊行

令和２年度

・研究集録第60集刊行

令和３年度

・全国特別活動研究協議大会埼玉大会開催

・研究委嘱校研究発表会（富士見・鶴瀬小学校）

・創立60周年記念行事開催

・研究集録第61集刊行

令和４年度

・研究集録第62集刊行

11 埼玉県特別活動研究会 
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令和５年度 

・全日本中学校特別活動研究会埼玉大会開催

・研究集録第63集刊行

平成６年度

・研究集録第64集刊行

この間、文部科学省、同国立教育政策研究所の以下

の諸事業に、本会関係者が推薦を受け、携わった。 

平成20年告示 

・「小学校学習指導要領解説特別活動編」 

作成協力者      渋谷 修造、今村 信哉 

平成22年 

・「評価規準，評価方法等の工夫改善のための参考

資料（小学校 特別活動）」 

評価規準、評価方法等の工夫改善に関する調査研 

究協力者        安部 恭子、𠮷𠮷沢 猛 

平成25年 

・「特別活動リーフレット 楽しく豊かな学級・学

校生活をつくる特別活動 小学校編」 

作成協力委員            安部 恭子 

・「学習指導要領実施状況調査」 

結果分析委員会委員  橋本 大輔、野村佐智夫 

平成27年 

・文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官

就任                          安部 恭子

・「特別活動リーフレット 楽しく豊かな学級・学

校生活をつくる特別活動 中学校編」

作成協力者                    酒巻克太郎

平成29年告示

・「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

特別活動編」

作成協力者          大澤 崇、和久井伸彦

平成30年

・特別活動指導資料「みんなでよりよい学級・学校

生活をつくる特別活動 小学校編」

小学校特別活動指導資料の作成に関する協力者

 渡邉 淳、鈴木 恵 

令和２年 

・「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関す 

る参考資料 小学校 特別活動」 

評価規準、評価方法等の工夫改善に関する調査研 

究協力者                     添野 圭介 

令和４年 

・「小学校特別活動映像資料学級活動編」 

 作成協力者         石原 良介、齋藤麻衣子 

・「小・中学校向け主権者教育指導資料 

『主権者として求められる力』を子供たちに育む 

ために」作成協力者              野村佐智夫 

令和５年度 

文部科学省国立教育政策研究所 

「小学校特別活動映像資料 児童会活動・クラブ

活動学級活動編」 

作成協力者        久井 伸彦、稲垣 光司 

令和６年 

・文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官

就任                          和久井伸彦

Ⅲ 特色ある研究活動 

本会の研究活動の特色は、「基礎的、基本的な内容

を踏まえた地道な実践を基にした特別活動の研究」だ

といえる。 

前述のとおり、年間３回の専門委員研究協議会では

各自が実践を基に作成したレポートを基に協議を行う

ことで指導の在り方を確認できるようにしている。 

また、年１回発刊している研究集録では、小中学校

等の各活動・行事の実践を基にした原稿を掲載すると

ともに、文部科学省の視学官・教科調査官に巻頭論文

をご執筆いただくことで、理論と実践の両面の研究を

深めることができる構成にしている。 

さらに、総会後の講演会では、文部科学省の視学

官・教科調査官にご講演をいただき、最新の情報を提

供していただいくとともに、押さえるべき事項を再確

認できるようにしている。 

そして、毎年、夏季休業中に開催している夏季研究

協議会では、その時その時の時期や状況に応じて全体

会の内容を編成するだけでなく、講演会やパネルディ

スカッションなどのもち方を工夫したり、分科会の内

容だけでなく提案内容の組合も協議が深まるように工

夫したりしている。 

加えて、２か年間で受けていただく研究委嘱校に、

研究２年目の年度に研究委嘱校研究発表会を開催して

いただいており、本会会員が授業実践を目の当たりに

して学ぶことができる機会となっている。 

この夏季研究協議会と研究委嘱校研究発表会は、本

会会員に限らず公開しているため参加者が多い。 

Ⅳ 今後の課題 

ここ数年だけを見ても、子どもたちを取り巻く環境

や巣立っていく先となる社会の状況は大きく変化して

いる。 

そのような混とんとした時代にあっても、自分を見

失わず、周囲と協働し、よりよい集団や社会の形成者

としての意識をもった生き方ができるよう、小中学校

における特別活動の充実を一層図っていきたい。 
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Ⅰ 本会のあゆみ  

 1945（昭和20）年の終戦から17年を迎え高度成長政

策による日本経済の急速な進展、戦後復興の勢いにより

日本国中が活気づくなか、1962年に本会の前身である

「埼玉県中学校進路指導研究会」は発足した。 

 1958年中学校学習指導要領では、研究が進められてき

た学校教育における職業的発達理論の重要性が明らかと

なり、それまでの「職業指導」から「進路指導」へと変

化を遂げた。これまでの一定または、特定の職業に従事

するために必要な知識、技能、能力や態度を育成する「職

業教育」から、「進路指導」は、児童生徒が自己の生き方

を考え将来の進路を主体的に選択していく能力や態度を

育成する指導であり、キャリア形成の概念が少しずつ理

解され、いまのキャリア教育の根幹ともなった。 

 このような時代のニーズが「将来の生き方」「働くこと

の意義」等、豊かな人生そのものに焦点化されつつある

時代に創設された本会は、正しく時代が生み出した教育

といえる。初代会長である「鈴木仲治郎先生」をはじめ

理事の皆様、また本会発足を支えた県教育局､関係諸機関

の皆様方の先見性と進路指導に懸ける情熱に改めて敬意

を表したい。 

本会発足から62年、そして埼玉県連合教育研究会創設

60周年（本会は埼連教の創設時から60年間連携を図っ

ている）と共に進めてきた「六十年のあゆみ（活動の変

遷）」について次に述べる。 

 

Ⅱ 主な活動（2000年代の本会の変遷） 

１  研究の概要（研究主題の変遷） 

1999年12月の中教審答申「初等中等教育と高等教育

との接続改善について」において、「キャリア教育」の必

要性が提言され、全国で展開されてきた「進路指導」は

「キャリア教育」へと､徐々にその舵を切っていった。埼

玉県では従前より「キャリア教育の重要性」について理

解し、研究を重ねていた。2000年からは、本会の研究テ

ーマを「新時代に生きる生徒をはぐくむキャリア教育の

推進を目指して」とし、ひと足早くその研究に「キャリ

ア教育」の概念を取り入れた。2003年には、同主題で「第

29回関東甲信越地区進路指導研究協議会埼玉大会」をさ

いたま市立常磐中学校で実施し、関ブロ史上初の「キャ

リア教育」を研究主題とした大会を実施した。 

 「キャリア教育」については、その後学校現場での大 

きな広がりを見せ、2008年には「教育振興基本計画」に 

 

おいて「小学校段階からのキャリア教育推進」が閣議決

定され、2011年には中教審答申「今後の学校教育におけ

るキャリア教育・職業教育の在り方について」が示され

ている。これらを基盤として「キャリア教育」の必要性

が加速度的に広がり、現行の学習指導要領に明記される

までに至っている。 

 本会においても児童生徒の現状、文科省の動向を見極

めつつ、キャリア教育の研究推進を進めていった。特に

2000 年代の関東甲信越地区中学校進路指導研究協議会

埼玉大会では、以下のように研究を推進した。 

■2000年代における関ブロ埼玉大会 

年度 研究内容等 開催校 

平

成 

22

年

度 

2010年進路指導関ブロ大会 
■大会（研究）主題 
未来に向けてたくましく生きるた
めのキャリア教育の推進 
～学校の教育活動全体を通して～ 
■講演／文科省教科調査官  

藤 田 晃 之 氏 

戸田市立 
戸田中学校 

 

平

成 

29 

年

度 

 

2017年進路指導関ブロ大会 
■大会（研究）主題 
未来を見据え、主体的に生きる力
を育てるキャリア教育の推進 
～小中の連携を円滑に進めるため
の協同的な取組を通して～ 
■講演／筑波大学教育学教授 

藤 田 晃 之 氏 

越谷市立 
千間台中学校 
千間台小学校 

 このような形で研究推進を進めつつ、現在の研究主題

である以下の内容に接続される。 

 

  

 

 

 

 

 

 

令和６年度の研究主題に示される理念と課題解決への研

究内容が、今後の本会のあゆみの方向性となる。 

 

２ 研究実践について 

(1) 25地区進路指導キャリア教育研究協議会 

  児童生徒の人間的成長に、教員のキャリア教育推進 

に生きて働く､また生きて機能する実践研究の首座と 

令和６年度 研究主題 
未来を見据え、主体的に生き抜く力を育てる 

キャリア教育の推進 
■主な研究内容 □キャリア教育の小学校での実 
践 □キャリア教育の小中一貫的指導 □キャ 
リア・パスポートの指導活用と活性化 □体験 
学習の活性化と更なる充実 □多様化する進路

ニーズへの対応              等 

12 埼玉県進路指導・キャリア教育研究会 
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なるのが25地区進路指導・キャリア教育研究協議会で

ある。本県を25地区に分けての研究発表であり、その

地域の特性や実態、学校の実情や目指すものによって、

特色ある研究推進がなされている。 

 その実績は市町村合併等で25地区に再編成した

2000年からでも、23回（令和元年度はコロナ禍により

延期）。述べの開催校数は25地区×23年（回）＝575

校。2000年代だけでも約600校の中学校（小学校も合

同で参加している地域もある）、が本研究会の発表を行

ったこととなる。もちろん本会発足62年の歴史を網羅

（4地区からはじまり26地区の時代もあった）すれば、

その実施中学校数は県443校、さいたま市57校を上回

り、県内全ての中学校が1回以上本協議会の発表校を

担い、研究を進めたこととなる。 

 時代と共にその研究、発表等の形式は変化し、最近

の特徴的取組で次のような工夫がなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践ではやはり、コロナ禍の影響は大きく、そ 

の対応でICT活用が一挙に進んだり、逆に人間関係 

による学習活動ができなくなったりと、学校現場には 

多くの課題が生まれた。しかしながら、各校の工夫に 

より、より発展的な学習活動も随分と生まれてきた。 

 働き方改革の波や、25地域が一律で実施する方向性

への批判等も課題として散見されるが、本会の核とな

る研究であり今後とも丁寧な実践に努めていく。 

(2) 研究資料の発出 

 ① 『中学生活と進路（実業之日本社）埼玉県版』 

   埼玉県資料の改訂 

②  2007（平成19）年刊行 

   『新しい時代の生徒を育てる中学校キャリア教 

育（実業之日本社）』 

■１時間の学級活動等での活用を主なねらいと

し、青年前期におけるキャリア発達の醸成を

図る。 

■本時に対する事前・事後指導を意識し､学校 

地域とその汎用性を高めている。 

③ 2012 (平成24)年刊行 

『新しい時代の生徒を育てる中学校キャリア   

    教育（実業之日本社）』 

    ■生徒が主体的に学びに向くような創意工夫あ 

     るワークシートを掲載している。 

    ■キャリア教育のみではなく、中学校3年間 

の学活ベーシックプランを網羅している。 

 ④ 2021（令和3年）年刊行 

    『明日へつなぐキャリア教育ベーシックプラ 

ン（実業之日本社）』 

■キャリア・パスポートの作成と活用のポイン 

トを掲載している。 

    ■小中一貫を意識し、小6のキャリア教育展 

開事例を提示した。 

    ■初めてキャリア教育の指導を進める若い先生 

方が活用しやすいような解説とワークシート 

を工夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Ⅲ まとめ 

 埼連教60年の歴史と共に歩んできた本会でもある。60

年にわたる支援に改めて感謝申し上げ、埼玉の子ドも立

ちのWellbeingを育むために、研究を進めていく。 

 これまでのご支援、本当にありがとうおうございまし

た。 

25地区進路指導・キャリア教育研究協議会 

における特徴的取組 
■伝統的実践 
□小学校等と小中一貫によるキャリア教育の推 
進 

□授業公開のみならず、数年間を通した学校の 
取組の発表 

□学級活動、総合的な学習の時間のみならず、 
道徳や教科指導におけるキャリア教育の推進 

□カウンセリング機能や主体的・対話的で深い 
学びを意識した指導の工夫 

□近隣の小・高の参観 
■コロナ禍収束後の実践の工夫 
 □ICT機器の積極的活用 
  ■（遠隔地に居る）社会人との交流 
  ■他校との交流 
  ■SNS等を活用した調べ学習 
  ■地方との交流 
 □職場体験学習の復活 
 □多くの体験学習（校外学習）の再開 
 □多様な人との人間関係を大切にした学習 
 □エージェントの企画を活用した社会体験学習 
 □多様な進路先に対応する上級学校調査  等 

 
 ▲イ『新しい時代の生徒を育

てる中学校キャリア教育（実
業之日本社2007）』 

 

▲エ『明日へつなぐキャリ
ア教育ベーシックプラ 
ン（実業之日本社2021）』 
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Ⅰ 埼玉県学校視聴覚教育連盟 

１ 活動のあゆみ 

   本連盟は、映画が学校教育に活用され始めた昭和

38年に、視聴覚教育の必要性が認識されるなかで創

設された。現在は埼葛・北葛・入間・大里・児玉地

区に分かれ、それぞれの地区で活動している。 

    令和元年度以降、GIGAスクール構想を経て、Aを

はじめとする先進技術が遍く活用される未来を生き

る児童生徒を育成するために、会員の更なるICT活

用能力の向上を目指して活動に取り組んできた。 

 

２ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

   平成25年度関東甲信越放送・視聴覚教育研究大会

埼玉大会を、「自ら学びたくましく生きる力を育む

教育メディアの活用を目指して 〜楽しく学ぶ・進ん

で学ぶ・互いに学ぶ〜 ICT・教育メディアの効果的

な活用を通した確かな学力の育成」をテーマに、飯

能市で開催した。 

令和元年度の新型コロナウイルスの大流行を受

け、「GIGAスクール構想」が急速に発展するなか、

本連盟では効果的・先進的な活用を県の先頭に立っ

て実践した。 

  令和３年度関東甲信越放送・視聴覚教育研究大会

埼玉大会は、「心豊かに、自ら学び、主体的に活動

する力を育む教育メディアの活用を目指して〜楽

しく学ぶ・進んで学ぶ・互いに学ぶ〜」をテーマに

開催した。蓮田市を会場とし、連盟初の全日程オン

ラインでの開催を実現した。  

 

３ 特色ある活動 

（1）研究主題 

「自ら学ぶ意欲と主体的に活動する力を育む、視

聴覚教育の推進」 

（2）研究方針 

① 視聴覚教材や情報教材の活用を図り、児童生徒

が主体的に取り組もうとする意欲を育成する。 

② 児童生徒が情報活用能力を培うために、情報 

を主体的に選択・活用できる力と情報の発信・ 

受信の基本的ルールを身につける。 

③ 具体的な実践 

ア 各地区に研究主題を基本とした研究実践を行 

う。 

イ 各地区に助成金を交付して、県内の視聴覚教

育の充実発展に努めている。 

ウ 各地区の研究成果を合同研究大会及び研究協議

会で発表・研究協議を行い、会員相互のICT技術

を活用した学習の技術を高め指導法改善に努めて

いる。 

 

４ 今後の課題 

   目まぐるしく発展する超情報化社会が迫ってきて

いる。この実現のために、我々教職員は児童生徒に、

「確かな情報活用能力」と「これからを生きるため

のデジタルシチズンシップ」を身に付けさせる必要

がある。 

そのためにも、会員自らが良さを知り、より便利

に、より効果的に活用できるよう、研修の場を設け

ていきたい。 

 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 

Ⅱ 埼玉県放送教育研究会 

１ 活動のあゆみ 

   本研究会は、昭和22年11月、大里郡幡羅小学 

校（現深谷市立幡羅小）の研究会を軸として発足 

した。その後、時代とともに変化する教育の流れ 

の中で、放送のもつ教育特性の解明と特性を生か 

した授業の開発に力を注いできた。 

中でも、特筆する点は、昭和57年11月11～12日に 

浦和市、川口市、大宮市を中心に開催された第33回

放送教育研究会全国大会（埼玉大会）である。 

 この大会は、埼玉県教委、NHKをはじめ関係各位の

ご支援とご指導をもとに、参加者が延べ21,947人と

、全国大会史上最も規模の大きい充実した大会とな

り、放送教育研究会の史上未だに類をみないものと

なった。 
大会の特別講師には、西本 三十二 氏、坂本 彦 

太郎 氏、波多野 完治 氏、指導委員には、岸本 唯
博 氏、多田 俊文 氏、中野 照海 氏、坂本 昴 氏、

大内 茂男 氏、辻 功 氏などがあたった。 
また、その実践研究成果は,全国の研究者から高 

く評価され、「意味場」「空発問」の理念 
は、今日までも受け継がれ、その延長線上で広く研

究活動を展開している。 
本研究会の実質的な研究活動を推進していた研究 

開発委員会では、全国大会の翌年に成果を継続して

いこうという会員の熱い思いが結集して発足したも

のである。 

13 埼玉県学校視聴覚教育連絡協議会 
埼玉県学校視聴覚教育連盟 埼玉県放送教育研究会 埼玉県教育機器研究 
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全国大会で小学校担当だった当時の東京学芸大学 

名誉教授の多田俊文氏には、研究開発委員会の指導

委員として継続した指導をいただいた。 

昭和57年第33回大会以後、「学ぶ喜びから人間愛 

へ」と実践してきた成果をもって、平成12年には浦

和市（現さいたま市）伊奈町を会場に平成15年には

川口市を会場に放送教育研究会全国大会を開催する

に至った。 

  この数年、学校教育は大きく変化している。子 

どもは日常的に１人１台端末を使って学習するよ 

うになり、自分で学習の計画を立て、自己調整し 

て学びを進める学習も行われるようになっている。

ICTや学校を取り巻く環境を活用しながら、自分 

が設定した目標に向かって学習を進められる 

時代となってきた。 

本研究会は、こうした状況を踏まえ改めて放送 
教育の特性を明らかにし、学ぶ喜びの持てる放送教

育を推進してきた。放送番組等を活用し、意味場・

空発問により、一人ひとりの能力や興味、学習スタ

イルに合わせた最適な教育や環境を整え、すべての

子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと

協働的な学びの実現を図る教育を、強く推進してい

くように研究を重ねている。 
 

２ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

（1）放送教育全国大会での実践発表と運営 

（浦和別所小、オンライン） 

（2）関東甲信越放送教育研究大会の実践報告と 

運営（所沢、飯能、蓮田） 

（3）埼玉県メディア研究大会(夏季研究集会) 

   での実践発表と運営 

（スキップシティ、岩槻コミュニティセンター、 

 県民活動総合センター、浦和コミュニティセン

ター） 

 

３ 特色ある研究活動 

（1）研究開発委員会の活動 

・定例会…毎月第３土曜日、オンライン及び 

NHKさいたま放送局でのハイブリット会議 

（2）授業研究会と研究協議会の実施 

 ・年間、２～３回の授業研究会を実施 

（3）埼玉県校内放送コンテストの実施と審査 

 ・県内の審査と全国中学校放送コンテスト 

への作品の出品 

（4）夏季研修会の実施 

 ・草津合宿 

（5）刊行物の作成 

  ①  視聴覚教育研究収録 『第26～46集』刊行 
 ②  『続 なぜ教室にはテレビがあるのか！？ 

－学ぶ喜びのもてる放送教育－』の刊行 

③ 『「わかる」を科学する～なぜ教室にテレビ 

があるのか～』の刊行 

 

４ 今後の課題 

（1）授業研究会と開発委員会のあり方 

  ① 放送活用の方法の模索 

  ② 授業実践の交流の仕方 

  ③ 開催方法の検討 

  ④ 実践報告の形式の検討 

  ⑤ ＩＣＴ機器の有効活用 

（2）役員人事と人材確保 

 
□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 

Ⅲ 埼玉県教育機器研究会 

１  活動のあゆみ 

本研究会は、昭和42年に「シンクロファック 

ス」の活用を最初の研究課題として発足した。機器

の発達はめまぐるしく、教育現場に与える影響も大

きくなっていった。また、コンピュータをはじめと

する情報機器の進歩は我々の想像を超えていた。 

そこで、このような急激な変化の中でも常に児 

童生徒の「心」変容を踏まえた指導のあり方、学 

習のあり方を探求してきた。 

さらに、個々の児童生徒の能力や個性や特性を 

しっかりと見つめ、「学習の個別化」や「授業シ

ステム」の研究を進めてきた。 

これらの過程において、ただ便利だから使う機 

器ではなく、児童生徒の実態把握をどのように行

ったらよいか、学習環境をどのように整備したら

よいか、児童生徒一人ひとりをどのように評価し

たらよいか等、子どもたちの立場に立った学習活

動の展開を求めてきた。 

 

２ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

（1）埼玉県教育機器夏季研修会（８月） 

（2）冬季研修会（２月） 

 

３ 特色ある研究活動 

 ・埼玉県教育メディア活用研究大会（埼玉県視聴

覚・放送合同大会）の小中学校教育機器分科会

を担当している。 

 

４ 今後の課題 

平成17年度～令和6年度までの間、に休会となっ

ているため、今後の活動再開を目指していく。 
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Ⅰ 会のあゆみ 
 本研究会の前身は、昭和27年度に発足した「教育
心理研究会」である。発足当初から、学級経営と教
育相談を中心に現場の課題解決に寄与すべく研究を
継続し、研究集録「実践に基づいた学級経営と教育
相談」としてまとめ、教育現場に還元してきた。 
 戦後の復興期から高度経済成長期を経て、本会は、
昭和61年に任意団体であった「教育相談研究会」を
吸収合併し、「教育心理・教育相談研究会」として
県下64団体の参加を得て新たな歩みを始めた。 
また、昭和63年に専門委員会を設立し、研究し作

成の取組も始めた。 
 昭和・平成・令和と時代が進む中、子どもたちを
取り巻く社会環境も激変した。高度情報化や核家族
化・親の多忙化等を背景に、地域社会の人間関係の
希薄化が顕在化し、家庭の教育力の低下や児童生徒
の人間関係形成能力の低下などから、いじめや不登
校の問題が深刻化する中で、本研究会は時の教育的
ニーズに応えるべく、研究の在り方、研修会の持ち
方や啓発等について常に検討を重ねながら研究実践
を進めている。  

 
Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 
 

主な活動及び事業 
毎年度 
〇 県下５地区（東・西・南・北・さいたま市） 

教育心理・教育相談夏季研修会 
     ・講演会  ・ワークショップ 
〇 教育心理・教育相談冬季講演会 
〇 研究集録作成 
年度 教育心理・教育相談講演会 
 
平成 
21年 

演題：児童生徒の各種の問題行動の理解と 
解決支援 

講師：さいたま市教育相談センター 
   所長       金子  保 氏 

 
 
 
平成  
25年 
 
 

演題：ピア・サポート活動によるいじめ防止 
講師：群馬大学大学院 
   教授       懸川 武史 氏 
演題：発達障害スペクトラムの状態像の変

化と発達支援・治療支援 
講師：さいたま市教育相談センター 
   所長       金子  保 氏 

 
 
 
平成 
26年 
 
 
 

演題：小・中学校で育てる人間関係づくり     
～小中連携の視点から～ 

講師：東京学芸大学  
   教授       小林 正幸 氏 
演題：児童生徒の社会性の育成と生命尊重

教育 
講師：東京家政大学 大学院  
   教授       相馬 誠一 氏 

 
 
平成
26年 

演題：児童生徒の諸問題に生かすグルー
プ・アプローチ ～学級等における
適切な人間関係づくり～ 

講師：前跡見学園女子大学  
   教授       片野 智治 氏 

 
 
 
 
 
平成 
27年 

演題：子どものコミュニケーション能力を
高めるには 

講師：茨城大学  
   教授      渡部 玲二郎 氏 

演題：学級集団づくりと不登校等の対応 
講師：関西学院大学教育学部 教授 
   教授       中村  豊 氏 

演題：配慮を要する児童生徒・保護者への
対応と教育相談の進め方 

講師：所沢市発達障害・情緒障害通級指導教室 
            坂本 條樹 氏 

 
 
 
平成 
28年 

演題：実行機能から見た教育支援の工夫 
講師：立教大学現代心理学部  
   教授       大石 幸二 氏 

演題：不登校やいじめ問題等への実践的な
対応 
～上手な聞き方・かかわり方～ 

講師：東京都スクールカウンセラー 
            鈴村 眞理 氏 

 
 
 
 
 
 
 
平成 
29年 
 
 

演題：児童生徒の理解に基づく支援と評価 
～支援プランの作成～ 

講師：星美学園短期大学 幼児保育学科 
   准教授       遠藤 愛 氏 

演題：不適応行動の理解とその指導・支援
について 

講師：日本体育大学スポーツ文化学部   

教授       藤田 圭一 氏 

演題：教育相談で高める 

～教師の４ぢから～ 

講師：文教大学教育学部  
   教授       会沢 信彦 氏 

演題：児童生徒の諸問題への実践的な対応 
～保護者・家族との上手なかかわり 
方～ 

講師：東北大学大学院教育学研究科 
   准教授      若島 孔文 氏 

 
 
 
平成 
30年 

演題：発達障害の理解をより深めるために 
講師：光の家療育センター 施設長 
   小児科専門医  

子どもの心専門医 鈴木 郁子 氏 

演題：通常の学級に在籍する特別な支援を
必要とする児童生徒への具体的な対
応 

講師：埼玉大学教育学部 
   教授       櫻井 康博 氏 

14 埼玉県教育心理・教育相談研究会  
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令和 
３年 

演題：コロナ禍における子どもの現状と支
援を考える 

講師：文教大学教育学部 
   准教授      桑原 千明 氏 
演題：解決志向アプローチ 強み、成長、

希望を引き出すカウンセリング 
講師：明治学院大学 
   教授        伊藤 拓 氏 

 
 
令和
４年 

演題：不登校児童生徒の理解と保護者支援 
講師：開善塾教育研究所 
   所長 藤崎 郁子 氏 
演題：通常学級における気になる子への支    
   援 
講師：埼玉純真短期大学こども学科 
   准教授      原口 政明 氏 

 
 
 
令和
５年 

演題：生徒指導提要（改訂版）とこれから
の教育相談 

講師：文教大学教育学部 
   教授       会沢 信彦 氏 
演題：脳科学をいかした子どもへの対応 
講師：日本教育相談学会埼玉県支部 
   理事長      藤原 一夫 氏 

 
令和
６年 

演題：教師の支援力を高めるパフォーマン
スフィードバック 

講師：立教大学現代心理学部  
   教授       大石 幸二 氏 

 

Ⅲ 特色ある研究活動 

１ ワークショップ（直近の主なテーマ） 

  本研究会では、講演会とともに県内の氏方の教育

相談スキル向上を図るべく、各地区の氏方のニーズ

に沿ったワークショップを開催している。 

  ・児童生徒、保護者との信頼関係を深める教育相

談のスキルとアクティビティ 

  ・不登校支援におけるICTを活用した教育相談 

  ・静かに困っている児童 

～魅（見）せる支援・効（聞）かせる支援～ 

  ・ソーシャルスキルトレーニングの実践、体験 

  ・児童生徒の理解と支援に生かすWISC-Ⅳ検査 

  ・子どもの理解を深めるための「セルフエスティ

ームとアセスメント」 

  ・エンカウンター～人間関係づくり～ 

  ・医療機関との連携～校内組織の役割について～ 

 

２ 調査研究～専門委員会の活動～ 

  本研究会では、教育心理・教育相談の調査及び研

究に関する件、研究の成果及び資料の作成・刊行に

関する件、研究委嘱に関する件を行うため、専門委

員会を設置している。 

  昭和51年以来、10集を超える研究冊子を全県に

向けて発行し、理論・事例・調査研究の成果を発表

してきている。 

また、平成17年度からは、「義務教育９年間の

プログラム ～社会性を育むスキル教育～」を完成

させた。 

平成22年度からは、これまでの研究を継承しなが

ら「特別支援教育」に関する視点も加え、学校や学

級で掲示できる資料作成にも取り組み、資料作成集

とともにCD版も完成させ、より一層わかりやすいも

のとして県内の氏方に普及させることができた。 

    その他、専門委員会の研究成果物として、３年に

一度の頻度で特別編や実践事例集を刊行している。 

 

【平成30年度】  

『教育相談主任の役割と教育相談室運営』 

世代交代が進む中で苦慮している教育相談主任

が自校の教育相談を組織として運営できるように

と考え、編集したものである。 

 

【令和３年度】 

『困った時の対処法レシピ』 

「教室を飛び出してしまう子」「こだわりがある

子」「自傷行為がある子」など、通常学級の中で集

団適応等が難しい児童生徒への対応の仕方をカテ

ゴリーごとに分け、学校現場ですぐに役立つよう

『困った時の対処法レシピ』として編集した。 

 

【令和６年度】 

『学校現場でできる不登校への対応方法』 

～事例からわかる効果的な対応の仕方～ 

コロナ禍で増加が顕著となった不登校児童生徒

への対応について、令和４年度から実践事例を収

集・分析して研究を進めてきた。 

「登校再開に至った事例」「登校再開後に再び不

登校になった事例」等をまとめ、喫緊の課題である

不登校対応の一助になることを願って編集した。 

 

Ⅳ 今後の課題 

 本研究会では、現在、理事研究協議会（年３回）、

夏季地区別研修会（県内５会場）、冬季講演会、専門

委員会などの活動を行っている。 

 本会においては、市町村ごとの教育相談活動の充実

や地区別研修会の在り方、専門委員会の調査研究の充

実や実践研究を進める人材の確保など、課題は多くあ

る。 

また、コロナ禍を経て、各学校においては児童生徒

のコミュニケーション能力（人間関係形成能力）の低

下が叫ばれる中、いじめや不登校、暴力行為等の問題

が依然として深刻な状況であり、校内組織だけでなく、

情報分析や関係機関との連携を迅速に行いながら進め

ることができる生徒指導・教育相談体制が課題となっ

ている。 

今後も本研究会においては、児童生徒一人一人の理

解と指導、よさや可能性を伸ばす視点をもった教育相

談活動の充実に向け、県内の氏方のニーズに応えるべ

く各種の事業を展開していきたいと考える。 
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特別支援教育研究会 
 

Ⅰ 研究の歩み 
埼玉県特殊教育研究会は昭和 25 年、県内特 

殊教育の振興を図るために、研究及び相互の連 

絡を行うことを目的に発足した。研究委員会や 

研究協議会、研究発表大会等の事業を毎年行い

ながら、平成 12年度には結成 50周年を迎える

ことができた。平成 14年には埼玉県特別支援教

育研究会と名称変更し現在に至っている。 

 
Ⅱ 主な活動及び事業(20年間の変遷) 

年度 
主 な 活 動 及 び 事 業 

総 会 ・ 記 念 講 演 研 究 協 議 会 ・ 記 念 講 演 

平成
17 

「学校における自閉症児童生徒への支援」 
埼玉県発達障害者支援センターまほろば 藤平俊幸 

「特別支援教育と心理アセスメント」 
筑波大学特別支援教育研究センター 前川久男 

平成
18 

「特別支援教育と地域支援」 
埼玉大学教授 細渕富夫 

実践報告会 
「知的障害と自閉症を併せ有する児童生徒への理解と支援」 

平成
19 

「実践に役立つ WISC-Ⅲ～検査から見える子どもの姿～」 
埼玉大学教育学部 准教授 名越斉子 

実践報告会 
「よりよい校内支援の在り方  
～通常の学級・通級指導教室のコーディネーターの目を通して～」 

平成
20 

「地域で支える関係機関との連携 
～各学齢や課題に応じた関係機関との連携～」 

さいたま市障害者総合支援センター 山本信二 

シンポジウム 
「特別支援教育で何が変わったか」 

平成
21 

「ドタバタ子育て～我が子とともに２４年～」 
特定非営利活動法人どんまい 代表理事 山﨑博美 

「自立への子育て～自閉症の子を育てて～」 
社会福祉法人あおぞら共生会副理事長 明石洋子 

平成
22 

「自閉症の人の生きがいを考える」 
帝京大学 教授 吉田昌義 

シンポジウム 
「これからの特別支援教育に期待する」 

平成
23 

「特別支援教育における地域連携はどのように進められ
るか ～文教大学の地域連携フォーラムを通して～」 

文教大学 人間科学部 教授 今野義孝 

シンポジウム 
「医療は教育とどのように連携できるか 

～特別支援教育のかかわりの中から～」 

平成
24 

「特別支援学級・特別支援学校での授業づくり」 
埼玉純真短期大学教授 伊藤道雄 

「『通常学級の特別支援セカンドステージ』  
～学級経営・授業・保護者との連携～」 

植草学園短期大学 教授 佐藤愼二 

平成
25 

「特別支援教育を楽しく、効果的に行うために 
－学校巡回支援における“作戦会議”の経験からー」 
埼玉大学附属教育実践総合センター 教授 尾﨑啓子 

シンポジウム 
「中等教育における発達障害の生徒に 

どのような支援が必要か」 

平成
26 

「これからの特別支援教育に期待するもの 
～共生社会と特別支援教育～」 

長野大学 教授 櫻井康博 

「特別支援教育のスタンダード 
～授業のユニバーサルデザインの追求～」 

明星大学 教授 小貫悟 

平成
27 

「特別支援教育担当者に望むこと」 
山村学園短期大学 教授 黒澤一幸 

「夢への挑戦！」～出会いと感謝～ 
金子遼 

平成
28 

「新しい学習指導要領のもとでの実践に向けて」 
国立特別支援教育総合研究所 主任研究員 若林上総 

「特別支援教育の更なる進展に向けて 
－障害者差別解消法施行を受けて－」  江田良市 

平成
29 

実施せず 
シンポジウム 
「夢の実現 特別支援教育～塙保己一学園生徒からの発信～」 

平成
30 

実施せず 
「脳科学で読み解く：ペアレンティングで変わる発達障害」 

文教大学 教育学部 教授 成田奈緒子 

令和
元 

実施せず 
シンポジウム 
「特別支援教育の未来を展望する 

～新学習指導要領と特別支援教育の実践研究を通して～」 
令和２ 実施せず 中止 

令和３ 実施せず 中止 

令和４ 
「特別支援教育の現状と課題」 

県立学校部特別支援教育課 指導主事 若月雅子 
シンポジウム 
「埼玉の特別支援教育の未来」 

令和５ 
「特別支援教育の現状と課題」 

県立学校部特別支援教育課 指導主事 若月雅子 
実施せず 

令和６ 
「特別支援教育の現状と課題」 

県立学校部特別支援教育課 指導主事 大澤英俊 
「子ども達の長所や強みを引き出すための ICT 活用」 

一般社団法人 SOZO.Perspective 代表理事 海老沢穣 

  

15 埼玉県特別支援教育研究会 
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Ⅲ 特色ある活動 

１ 総会、記念講演 

研究活動方針及び事業計画について審議す 

ると共に、記念講演を実施する。 

２ 埼玉県特別支援教育研究協議会 

県内の特別支援学級、特別支援学校、通常学

級の教育関係者の参加のもと、全体会、講演会、

分科会を実施。夏季休業中に実施され、毎年 500

～650 名の参加があった。 

コロナ禍の影響で、令和２年度、3 年度は中止と

なったが、令和４年度からは、オンデマンド配信や

ＨＰ上誌上発表など、様々な開催方法を試みてき

た。令和 6 年度には、初のオンライン実施となる川

口大会を実施し、250 名程度の参加があった。 

平成 17 年から現在に至る大会テーマを以下にま

とめる。 

 

年度 大会テーマ 
平成 17 

～20 
児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた
支援の在り方を求めて 

21 
一人一人が豊かに生きる特別支援教育のより
よい実践をめざして 

22 
本会発足６０年の歩みから、その成果を学び、
これからの特別支援教育を考える 

23 
～28 

生きる力を育て、児童生徒一人一人の教育的
ニーズに応じた指導・支援の在り方を求めて 

29 
30 

幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを踏
まえ、自立と社会参加につながる指導・支援の
充実を求めて 

令和 
元 

志をもち、未来社会を自立的に生きる子供た
ち ～一人一人の教育ニーズに 

応じる教育の充実を求めて～  
２ 
３ 

中止 

４ 
幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを踏
まえ、自立と社会参加につながる指導・支援の
充実を求めて 

５ 
６ 

幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを踏
まえた 『個別最適な学び・協働的な学び』の
充実を目指して 

 

３ 埼玉県特別支援教育研究発表大会 

昭和 45年より実施。特殊学級、養護学校及 

び通常の学級に在籍する特別な教育的支援を

要する児童生徒への教育の振興と発展を目的

としている。創意工夫あふれる優れた研究実践

を公募、紹介し、特別な配慮を必要とする児童

生徒への教育の更なる充実・発展を目指して開

催。 

毎年多くの研究実践発表を行ってきたが、令

和６年度より公募を中止し、県内の多くの先生

方が学ぶ機会を作るために「冬のセミナー」を

実施している。 

４ 研究委員会 

昭和 25年より実施。当初は開設した学校

に委嘱していたが、現在は教育委員会の委嘱

に合わせて本会も委嘱を行っている。毎年、

4校程度の委嘱を行ってきたが、令和６年度

より委嘱を中止している。 

５ 各研究部の活動 

難聴・言語障害教育研究部、情緒障害教育

研究部会、養護学校研究部会の 3研究部会に

分かれてそれぞれ研究活動を行っている。 

６ 各地区の研究活動 

本研究会に参加している各地区（北足立南

部・北足立北部・入間・比企・秩父・児玉・

大里・北埼玉・埼葛）においても、各地区で

研究活動に取り組んでいる。 

７ 理事研究協議会 

県内各班から選出された理事および知的

障害・肢体不自由の各学校の理事によって構

成される理事会。各事業の計画や準備、円滑

な運営のための研究協議や情報交換を行う。 

８ 会報の発行 

昭和 47年より実施。本会の各種事業及び各

地区、各研究部の研究活動に関してまとめた

ものを会として発行している。 

 

Ⅳ まとめと今後の課題 

通常の学級においても特別な教育的支援を必

要とする児童生徒が増加しており、特別支援教

育の推進は、全ての学校において、なお一層そ

の重要性が増してきていると言える。 

そのため、私たちはより高い専門 性を身に付

けるとともに、幼児児童生徒が志をもち 夢と自

信に満ちて社会で活躍できるよう、自立に向け

た指導･支援を推進する必要がある。 
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Ⅰ 研究のあゆみ 

 学校図書館協議会は、社会のデジタル化に伴って、学

校においても「GIGAスクール構想」の下、ICT環境の整

備が加速されている。中教審答申に示された「令和の日

本型教育」とは、すべての子どもたちの可能性を引き出

す個別最適な学びと協働的な学びを実現することであ

り、一人一台端末などのICTの活用が急務である。新た

な生活様式の導入など、今後、私たちの生活はさらに大

きく変化していくことが予測される」についての理解と

学校図書館の果たすべき役割について研究を深め、情報

を発信していくことは喫緊の課題である。 

急激に変化する社会状況の中で児童生徒には、受身型

から探求型の学習への転換が強く求められている。これ

までも学校図書館は、「学校図書館法」で示されている

教育課程の展開への寄与と児童生徒の健全な教養の育成

を具現化すべく、児童生徒の学びを支える重要な役割を

担ってきた。主体的な学びに必要な「学習センター」機

能、探究活動に欠かせない能力を育む「情報センター」

機能、読書体験・感動体験から豊かな心を育む「読書セ

ンター」機能、これら三つの機能を偏ることなく発揮で

きる学校図書館づくりと利用活用は、学習指導要領が示

している理念の実現に不可欠である。 

令和４年１月には、第６次「学校図書館図書整備等５

か年計画」が策定され、「学校図書館ガイドライン」を

引き続き活用し、全ての公立小・中学校等で学校図書館

図書標準の達成を目指すとともに、計画的な図書の更

新、学校図書館への新聞の複数紙配備及び学校司書の配

置拡充が求められた。  

そこで本年度は、新学習指導要領の趣旨に基づき、

「豊かな心と確かな学びを育む学校図書館の創造」を研

究主題に設定するとともに、読書感想文コンクールをは

じめとする諸事業の一層の充実を図ることとする。 

 

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

年度 主な活動及び事業 

平成

17 

〇夏季研究大会     （さいたま市文学館） 

〇授業研究会   （川越市立霞ヶ関北小学校） 

平成

18 

〇夏季研究大会     （東松山市総合会館） 

〇授業研究会    （深谷市立上柴東小学校） 

平成

19 

◎関東地区学校図書館研究大会 川越大会 

（川越市市民会館・やまぶき会館等 ６会場） 

〇夏季研究大会    （春日部市中央公民館） 

平成

20 

〇夏季研究大会  （さいたま市民会館うらわ） 

〇授業研究会    （越谷市立大袋北小学校） 

平成

21 

〇夏季研究大会 （さいたま市民会館うらわ） 

〇授業研究会     （熊谷市立平方小学校） 

平成

22 

〇夏季研究大会（さいたま市青少年宇宙科学館） 

〇授業研究会    （新座市立新堀小学校） 

平成

23 

〇夏季研究大会   （県民活動総合センター） 

〇授業研究会     （飯能市立名栗中学校） 

平成

24 

〇夏季研究大会（さいたま市青少年宇宙科学館） 

〇授業研究会   （さいたま市立美園小学校） 

平成

25 

〇夏季研究大会 （さいたま市民会館おおみや） 

〇授業研究会     （深谷市立上柴中学校） 

平成

26 

〇夏季研究大会 （さいたま市プラザウエスト） 

〇授業研究会     （三郷市立彦郷小学校） 

未来社会を切り開くための資質・能力の育

成を求めた学習指導要領の趣旨を踏まえ、

「主体的・対話的で、深い学び」 

平成

27 

〇夏季研究大会 （さいたま市プラザウエスト） 

〇授業研究会    （入間市立藤沢北小学校） 

平成

28 

〇夏季研究大会    （越谷市中央市民会館） 

〇授業研究会    （坂戸市立千代田中学校） 

平成

29 

〇夏季研究大会    （越谷市北部市民会館） 

〇授業研究会   （さいたま市立常盤中学校） 

平成

30 

〇夏季研究大会    （越谷市北部市民会館） 

〇授業研究会  （鴻巣市立赤見台第二小学校） 

令和 

元 

〇夏季研究大会    （越谷市中央市民会館） 

〇授業研究会    （越谷市立大相模中学校） 

令和

２ 

〇夏季研究大会 （中止） 

〇授業研究会  （中止） 

令和

３ 

〇夏季研究大会    （越谷市中央市民会館） 

〇授業研究会     （熊谷市立大原中学校） 

〇関東地区学校図書館茨城大会 ※オンライン 

令和

４ 

〇夏季研究大会       （ウエスタ川越） 

〇授業研究会（川越市立南古谷小学校） 

※オンライン 

 

 

令和

５ 

 

◎関東地区学校図書館研究大会 川越大会 

（ウエスタ川越） 

開会式では、埼玉県教育

委員会委員長をはじめ、多

くの来賓の出席をいただ

き、記念講演として作家 

16 学校図書館協議会 
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令和

５ 

辻村 深月 氏に「読むこと・書くことの喜び」と

題したお話をいただいた。 

〇授業研究会 （さいたま市立与野本町小学校） 

令和

６ 

〇夏季研究大会 越谷市中央市民会館） 

〇授業研究会 （川口市立東領家小学校） 

Ⅲ 特色ある活動 

１ 事業概要 

(1) 事務局……事業の計画・実施・評価、各会議の開催

手続、年度資料ファイル管理、一般会

計、会計監査等 

(2) 総務部……読書感想文コンクール、読書感想画コン

クールの企画・運営、 

(3) 研究部……活動方針と努力点の計画・実施、研究員

協議会、研究大会、授業研究会の企画・

運営・管理・記録、研究刊行物の再編集 

(4) 情報部……広報誌のための基礎資料収集と速報版の

発行 

(5) 出版部……研究集録・感想文集「真珠」の編集・発

行、刊行物の企画・運営・管理等 

２ 活動方針 

毎年、読書感想文、読書感想画の審査会を行い優秀な

作品は全国の審査会へ出品してい

る。関東ブロック大会や夏季研修大

会では、著名な作家を招致し講演会

を実施している。 

また、本部役員や研究員の中から

でテーマに基づいた各学校での取組をまとめ夏季研修大

会で発表している。年度末までには、「真珠」を発行

し、読書感想文・読書感想画の優秀作品と審査評を記載

し、今後の学校図書館活動の一助となっている。 

過去の研究部は、管理運営・利用指導・読書指導・地

域連携の四つとなっていたが、令和６年度からは、情報

活用センター委員会と読書指導委員会の二つに統合し

た。 

（1）情報活用センター委員会 

学校図書館の管理運営、利用指導、学校・家庭・地

域の連携がそれぞれに関して研究を推進する。 

① 学校図書館全体表・年間計画

② 情報、メディアを活用する学び方体系表

③ 司書教諭の在り方

④ ICT、情報・メディアの活用

（2）読書指導委員会 

  生きる力と豊かな心を育てる読書指導の在り方、地

域社会等との連携した読書活動の研究を推進する。 

① 読書指導の全体計画体系表

② 小中連携の体系表

③ 学校・家庭・地域等のボランティア活動

④ 公立図書館との連携活動

３ 夏季学校図書館研究大会 

令和６年７月30日(火）、越谷市中央市民会館におい

て、埼玉県学校図書館協議会・埼玉県図書館協会の共催

による「埼玉県学校図書館研究大会」を、埼玉県教育委

員会・さいたま市教育委員会の後援を受け開催した。 

当日は、小・中学校の司書教諭や学校図書館等の関係

者が参加し、全体会・分科会ともに有意義な大会となっ

た。 

【講演会】 演題： 「心のゆれを絵本して」 

講師：絵本作家 かさい まり 氏 

 絵本作家になって30年になるかさい氏から絵本に込 

めた思い、作成の裏話、小中学校代の思いを絡めながら 

６冊の絵本を読み聞かせしていただいた。道徳の低学年

の教科書にもある『あのね』の絵本ができるまで、道徳 

の授業を通して、子供が変容   

ことなど講話であった。状況が 

違うだけで、子供も大人も心の

揺れは同じであること、紙の絵

本を手に取ってお気に入りの絵

本を見つけてほしいと思い、絵

本の力を感じてほしいという願いを語っていた。読み聞

かせの絵本は、『さくらちゃんのかえりみち』『ばあちゃ

んのおなか』『かあちゃんえほんよんで』『ぴっけやまの

おならくらべ』『あのね』『さよならまたね』である。 

【研究発表】 

「学習・情報センターとしての学校図書館の運営と充実」 

・戸田市立笹目東小学校  原田 莉奈 教諭 

・羽生市立東中学校    中村美由希 教諭 

「学び方を学ぶ情報活用能力を育成する指導の在り方」 

・白岡市立篠津小学校   石窪 久枝 教諭 

・三郷市立瑞木小学校   荒木 沙織 教諭 

Ⅳ まとめと今後の課題 

毎年、埼玉県読書感想文・読書感想画コンクール優秀 

作品集『真珠』を発行している。感想文・感想画の審査

評をもとに次年度への参考資料となっていく。 

研究員や理事会等では、昨年度からリモートを活用し 

た会議を実施している。対面・リモートの利点を生かし

ながら、研究を深めていきたい。 
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Ⅰ 会のあゆみ 

 昭和 30年 11月に結成された埼玉県産業教育連

盟は、教科名が職業・家庭科から技術・家庭科へ

変わることで昭和 37年５月に埼玉県中学校技

術・家庭科教育連盟に改称した。 

その後、昭和 40年５月の埼玉県教育研究会加入

を機に、埼玉県中学校技術・家庭科教育研究会へ

と改称し、現在に至る。 

関東甲信越地区 10都県の中学校技術・家庭科研

究会と連携して約 10年ごとに関東甲信越地区研

究大会を実施し、研究成果を提案・共有すると共

に、全日本中学校技術・家庭科研究会へ役員等を

出す等、運営協力を行っている。 

全日本中学校技術・家庭科研究会が主催してい

る全国中学生創造ものづくり教育フェアの開催に

あたっては、初回から現在まで、「創造アイディア

ロボットコンテスト」や「あなたのためのお弁当

コンクール」等の運営を主管する等、全国規模で

活動をしている。 

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

本会は、研究推進を行う専門委員会を組織して

いる。題材開発、指導計画、指導法、評価計画や

評価法、評価規準等々、教科教育に関わる様々な

事項について、県教育局・総合教育センターと密

に連携し、文部科学省の指導を受けながら、研究・

実践した結果を広く県内で共有できるような体制

を作っている。 

およそ各校に 1名ずつの配置を標準とする教科

担当者一人ひとりが、県内どの学校においても、

適切かつ効果的な学習指導を、胸を張って実践で

きるように、研究成果を毎年の教員研究発表会で

提供している。 

また、フェア専門委員を組織して、授業で身に

つけた力を発揮し、競い合い場として開催されて

いる全国中学生創造ものづくり教育フェアや関東、

県内の予選会となる各ものづくり教育フェアプロ

グラムの実施・運営を行っている。 

生徒研究発表会やロボットチャンピオンシッ

プ大会等、全国フェアの立ち上げ前より、本県独

自のプログラムとして現在まで継続的に開催され 

ている発表会・競技会を含めて SAITAMA創造もの

づくり教育フェアを開催している。 

専門委員は、県内 12支部から支部長が集まって

県教育委員会の指導を受けながら、人選、運営方

針、日程等を調整し、県事務局が業務を分担して

各事業を進めている。 

12の支部は、東西南北４ブロックとさいたま市、

フェア運営のいずれかに属し東西南北の各ブロッ

ク代表４名にさいたま市、フェア運営の支部長２

名を加えた６名が副会長、その中から会長を選出

し、欠けた副会長を支部から補填する形で役員を

構成している。 

専門委員は、各地区と本会のパイプ役となって、

情報の提供と収集・実態調査等の役割を持って領

域・内容ごとに研究推進にあたっている。 

以下、年度の主な活動及び事業について示す。 

年度 主な活動及び事業 

毎年 

・支部代表者会・支部長会

・専門委員会

・SAITAMA創造ものづくり教育フェア

・関ブロ大会参加協力

・関東フェア運営・参加

・全国大会参加

・全国フェア参加・運営

・教員研究発表会

・全日本中学校長会

・関東ブロック総会・理事会

平 13 
・全国兼京大会参加・提案

・関東フェア神奈川大会運営・参加

平 14 
・全国兼栃木大会参加・提案

・関東フェア東京大会運営・参加

平 15 

・関ブロ群馬大会参加・提案

・関東フェア栃木大会運営・参加

・全国大会（宮城大会）参加

平 16 

・関ブロ千葉大会参加・提案

・関東フェア群馬大会運営・参加

・全国大会（長崎大会）参加

17 中学校技術・家庭科教育研究会 
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平 17 

・関ブロ発表前年：東西南北の４ブロック単

位での研究推進・プレ授業

・関ブロ山梨大会参加・提案

・関東フェア千葉大会運営・参加

・全国大会（北海道大会）参加

平 18 

・関ブロ埼玉大会開催

全体会 さいたま市文化センター

分科会 県下８会場

・関東フェア山梨大会運営・参加

・全国大会（石川大会）参加

平 19 

・関ブロ新潟大会参加・提案

・関東フェア埼玉大会運営・参加

・全国大会（高知大会）参加

・規約一部改訂

平 20 
・全国兼関ブロ長野大会参加・提案

・関東フェア新潟大会運営・参加

平 21 

・関ブロ茨城大会参加・提案

・関東フェア新潟大会運営・参加

・全国大会（奈良大会）参加

平 22 

・関ブロ神奈川大会参加・提案

・関東フェア茨城大会運営・参加

・全国大会（青森大会）参加

平 23 
・全国兼関ブロ東京大会参加・提案

・関東フェア神奈川大会運営・参加

平 24 

・関ブロ栃木大会参加・提案

・関東フェア東京大会運営・参加

・全国大会（大分大会）参加

平 25 
・全国兼関ブロ千葉大会参加・提案

・関東フェア栃木大会運営・参加

平 26 

・『研究の手引き２』発刊 

・関ブロ群馬大会参加・提案

・関東フェア千葉大会運営・参加

・全国大会（徳島大会）参加

平 27 

・関ブロ発表前年：東西南北の４ブロック単

位での研究推進・プレ授業

・関ブロ山梨大会参加・提案

・関東フェア群馬大会運営・参加

・全国大会（三重大会）参加

・規約一部改訂：理事・理事会をなくし支部

長会をもって総会にかえることができる

とする。

平 28 

・関ブロ埼玉大会開催

全体会 さいたま市文化センター

分科会 県下９会場

・関東フェア山梨大会運営・参加

・全国大会（北海道大会）参加

平 29 

・関ブロ新潟大会参加・提案

・関東フェア埼玉大会運営・参加

・全国大会（秋田大会）参加

平 30 

・関ブロ長野大会参加・提案

・関東フェア新潟大会運営・参加

・全国大会（佐賀大会）参加

平 31 

/ 

令元 

・関ブロ茨城大会参加・提案

・関東フェア長野大会運営・参加

・全国大会（兵庫大会）参加

・全国フェア ロボコン・アイデアバッグの

２部門を主管・参加

令２ 
・新型コロナウィルス感染拡大防止対策に

より諸事業停止

令３ 

・一部の活動をオンラインで再開

・全国兼関ブロ東京大会オンライン開催

（ライブ配信）参加・提案

令４ 

・全国兼関ブロ栃木大会紙上開催

・全国フェアオンライン併用開催

お弁当コンクール・ロボコンの２部門

を主管・参加

令５ 

・関ブロ大会令８分科会発表内容決定

・関ブロ群馬大会参加・提案

・関東フェア栃木大会運営・参加

・全国大会（静岡大会）参加

・全国フェア ロボコン主管・参加

令６ 

・関ブロ大会令 8期日・全体会会場決定

・関ブロ千葉大会参加・提案

・全国大会（秋田大会）参加

・関東フェア群馬大会運営・参加

Ⅲ 特色ある研究活動 

 研究とフェアを両輪にし、全国規模で授業実践

と生徒の活躍の場を支えている。教員研究発表会

には教科調査官を招聘し、指導・評価をいただい

ている。また、授業で使用する埼玉県版の資料集

やハンドブックの編集・発行により各校の授業を

支える環境づくりを行っている。 

Ⅳ 今後の課題 

教員の世代交代によって、若い教員が増え、ベ

テランの教員が定年退職等により減少している。

技術・家庭科担当者が数校を兼務するという状

況、人不足の解消と合わせて授業実践のノウハウ

の継承が急務である。 
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Ⅰ 会のあゆみ 

本研究会は、昭和45年に発足以来、「一人の百歩

より、百人の一歩」という考えのもと、県内各地の

小学校家庭科教育の充実・発展を願い、たゆまぬ研

究と実践を重ねてきた。 

研究の推進に当たっては、県内を５地区に分け、

順次研究地区を指定するという方式を据えた研究活

動を展開し、主題に迫るための研究が進められてい

る。 

 ここ20年の間では、平成24年度及び令和３年度

に関東甲信越地区大会が開催され、埼玉県の家庭科

を紹介する機会を得ることができた。 

  近年では、県内の家庭科授業の向上のため、各地

区で行われている授業研究会での実践をホームペー

ジで公開し、各校での授業改善に役立てていただけ

るようにしている。 

Ⅱ 主な活動及び事業（20年間の変遷） 

年 

度 

研究主題・副題 

平成 

17 

〈南部Ａ地区〉   戸田：戸田南小 

主題：社会の変化に主体的に対応する豊か

な心と実践力が育つ家庭科学習 －生活的

な自立の基礎を培うために－ 

平成 

18 

〈さいたま市〉  さいたま：文蔵小 

主題：前年度に同じ －自分の生活の課題

に気付き、よりよい家庭生活を目指して実

践する子－ 

平成 

19 

〈秩父・北部地区〉   秩父：南小 

新しい時代を切り拓く豊かな心と実践力を

育てる家庭科教育 －食の大切さに気づ

き、進んで実践する子－ 

平成 

20 

〈南部Ｂ地区〉    伊奈：小針北小 

未来を創り出す豊かな心と確かな実践力を

育む家庭科教育 －手作りのよさに気づ

き、生活に活用できる子－ 

平成 

21 

〈東部地区〉    羽生：手子林小 

主題：前年度に同じ －身に付けた知識・

技能を活用して課題を解決し、生活をより

よくしようと考え実践する子－ 

平成 

22 

〈西部地区〉    坂戸：浅羽野小 

主題：前年度に同じ －よりよい食生活を

探究し、実践していく子－ 

平成 

23 

〈南部Ａ地区〉   

主題：前年度に同じ －自分の生活を見つ

め、家庭生活をよりよくしようと工夫し、

実践する児童の育成－ 

平成 

24 

〈東部地区〉   春日部：武里西小 

第29回関東甲信越大会 

主題 －副主題：前年度に同じ 

平成 

25 

〈さいたま市〉  さいたま：泰平小 

主題 －副主題：前年度に同じ 

平成 

26 

〈秩父・北部地区〉   本庄：旭小 

主題：自分の生活を見つめ、家庭生活をよ

りよくしようと工夫し、実践する児童の育

成 －快適な生活への関心を高め、着方・

住まい方を考え、工夫する能力を育てる家

庭科学習－ 

平成 

27 

〈南部Ｂ地区〉     鴻巣：吹上小 

主題：前年度に同じ －食生活への関心を

高め、環境に配慮した生活を工夫し、実践

する力を育てる家庭科教育－ 

平成 

28 

〈西部・比企地区〉 ときがわ：明覚小 

主題：前年度に同じ －食生活への関心を

高め学び合いにより基礎的・基本的な知識

及び技能を身に付け、活用する児童の育成

－ 

平成 

29 

〈東部・北埼玉地区〉 行田：埼玉小 

主題：前年度に同じ －身近な消費生活と

環境への関心を高め、関わり合い、学び合

う中で主体的に生活を工夫する力を育てる

家庭科教育－ 

平成 

30 

〈さいたま市〉 さいたま：常盤北小 

主題：豊かな心と実践力を育み、未来を拓

く家庭科教育  

－衣生活に関心をもち、学び合う中で身

に付けた知識及び技能を活用して、主体的

に生活を工夫する児童の育成－ 

令和 〈秩父・北部地区〉 熊谷：熊谷西小 

 18 埼玉県小学校家庭科教育研究会 
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元 主題：前年度に同じ －くまがやラグビ

ー・オリパラプロジェクトで生活をよりよ

くしようと工夫し実践できる児童の育成－ 

令和 

２ 

〈南部Ａ地区〉   川口：戸塚南小 

主題：前年度に同じ －家庭生活への関心

を高め、人と関わりながらよりよい生活を

創り出す児童の育成 

令和 

３ 

〈南部Ａ地区〉     新座：新堀小 

第37回関東甲信越地区大会 

主題：前年度に同じ －学びをつなぎ、家

庭生活をよりよくしようと工夫し実践する

児童の育成－ 

令和 

４ 

〈西部・入間地区〉 坂戸：南小 

主題 －副主題：前年度に同じ 

令和 

５ 

〈東部・埼葛地区〉  久喜：栗橋南小 

主題 －副主題：前年度に同じ 

令和 

６ 

〈秩父・北部地区〉   秩父：影森小 

主題：前年度に同じ －生活の営みに係る

見方・考え方を効果的にはたらかせる指導

法の工夫－ 

Ⅲ 特色ある研究活動 

１ 研究発表大会 

＜第29回関東甲信越大会＞ 

   平成24年10月30日、春日部市立武里西小学校

を会場に家庭科の授業と道徳の関連授業が公開

された。当日は、関東甲信越各地から約400名の

先生方をお迎えし、盛大に実施された。 

   大会主題「自分の生活を見つめ、家庭生活をよ

りよくしようと工夫し、実践する児童の育成」を

受けて、「進んで人とのかかわりを大切にする児

童の育成－学び合い、認め合い、高め合う子をめ

ざして―」を研究主題とし、学校全体で研究を深

めた。 

   全体会では、文部科学省初等中等教育局教育課

程課教科調査官 筒井 恭子 氏を講師に迎え、

「家庭科の学習指導と評価」についてご講演いた

だいた。 

   また、当日は、これまでに専門委員会で作成し

た研究報告書『今すぐ役立つデータ集』を整理・

編集し、「今すぐ役立つ資料集」として、リーフ

レットとＣＤ－ＲＯＭのセットで配布した。 

＜第37回関東甲信越大会＞ 

   新座市立新堀小学校に研究委嘱し、「家族・家 

庭生活についての課題と実践」や「衣生活」の内

容を中心に題材開発や授業実践を積み重ね、５年

生、６年生での授業実践を行った。 

大会主題の「豊かな心と実践力を育み、未来を 

拓く家庭科教育」を受けて、「学びをつなぎ、家

庭生活をよりよくしようと工夫し実践する児童

の育成」を研究主題として、令和２年度は、川口

市を指定地区とし、南部地区で協力しながら研究

を進めた。  

   新型コロナウイルス感染症の影響から、参会者

数を制限しての授業公開とし、授業日に文部科学

省初等中等教育局教育課程課教科調査官 丸山  

早苗 氏にご指導いただいた。 

令和３年11月30日には授業の様子や、調査官

のご講演の様子をオンラインで発表し、県内外の

先生方へ発信することができた。 

２ 地区別授業研究会 

   本会は、県内を５地区に分け研究を推進してい

る。また、毎年研究指定地区を除く４地区でも地

区内での授業研究会を実施し、その取組について

研究集録に掲載して共有している。 

３ 各部会の取組 

(1) 研修部

指定地区の授業づくりに携わり、事前授業等

での指導・助言に当たる。また、研究集録の作

成、夏季研修会の計画、運営を行う。 

(2) 調査研究部

全国小学校家庭科教育研究会の調査に協力し

ている。調査結果は、「全国調査のまとめ」に集

約され、参考資料として活用される。 

(3) 広報部

家庭科教育のより一層の充実と発展を願って

本研究会で実施している活動の様子を広くアピ

ールする場として年 1回、Ａ４判２ページの会

報を発行している。令和５年度より、研究集録

内に掲載することとしている。 

Ⅳ 今後の課題 

  近年では、高学年での教科担任制の導入に伴い、

家庭科を担う教員数の減少や家庭科を担当する機会

の減少が懸念されているが、これまでに培ってきた

家庭科教育への熱意を途切れさせることなく、今後

も引き継いでいく。



Ⅰ 研究のあゆみ 

  平成２年 12月７日、新しい教科「生活科」に寄 

せる県内全域からの熱い思いを受けて、本研究会が

発足した。以来、地道な研究を続け、本県の生活科

研究の底上げに力を発揮してきた。 

    平成 13年度より、総合的な学習の時間の研究も 

担うこととなり、名称も埼玉県生活科・総合的な学 

習の時間教育研究会と改められた。それに伴い、本 

研究会の会員も小中学校の生活科・総合的な学習の 

時間関係職員となり、小中学校の教員が実践を発表 

し合い、情報を交換しながら研究を深めている。 

 

Ⅱ 主な活動及び事案（平成 17年度からの変遷）  

年度 主 な 活 動 及 び 事 業 

平成 

17 

年度 

○講演 

愛知教育大学 教授 野田 敦敬 氏 

「今、生活科・総合的学習で大切にしたいこと」 

○研究委嘱発表 

大利根町立豊野小学校 

平成 

18 

年度 

○講演 

文部科学省 教科調査官 田村 学 氏 

「生活科・総合的な学習の時間における現状と課題」 

○研究委嘱発表 

 鴻巣市立大芦小学校 

 所沢市立明峰小学校 

 春日部市立緑小学校 

平成 

19 

年度 

○講演 

愛知教育大学 教授 野田 敦敬 氏 

「生活科・総合的な学習の時間における現状と課題」 

○研究委嘱発表 

 深谷市立川本北小学校 

 小鹿野町立両神小学校 

平成 

20 

年度 

○講演 

 文部科学省 教科調査官 田村 学 氏 

「生活科・総合的な学習の時間における現状と課題」 

○研究委嘱発表 

 小川町立竹沢小学校 

 行田市立埼玉小学校 

 川口市立戸塚北小学校 

平成 

21 

年度 

○講演 

 文教大学 教授 嶋野 道弘 氏 

「生活科・総合的な学習の時間における現状と課題」 

○研究委嘱発表 

 第18回全国小学校生活科・総合的な

学習教育研究協議会開催  

第 11回関東地区小学校生活科・総 

合的な学習教育研究協議会開催 

 さいたま市立春野小学校 

 さいたま市立辻南小学校  

平成 

22 

年度 

○講演 

 岐阜大学大学院准教授 原田 信之 氏 

「生活科・総合的な学習の時間における現状と課題」 

○研究委嘱発表 

 上尾市立瓦葺小学校 

 越谷市立大袋東小学校 

平成 

23 

年度 

○講演 

 文教大学 教授 嶋野 道弘 氏 

 「生活科・総合の原理と方法～根幹教育の充実～」 

○研究委嘱発表 

 本庄市立本庄西小学校 

 日高市立武蔵台小学校 

 熊谷市立男沼小学校 

平成

24 

年度 

○講演 

 文部科学省初等中等教育局 教育課程課 教

科調査官 田村 学 氏 

 「21世紀型学力を育成する生活科・総合

的な学習の時間の授業づくり」 

○研究委嘱発表 

 羽生市立手小林小学校 

 川口市立安行小学校 

 小鹿野町立長若中学校 

平成

25 

年度 

○講演 

 共栄大学 教授 若手 三喜雄 氏 

 「これからの生活科・総合的な学習の時間の在り方」 

○研究委嘱発表 

 桶川市立桶川東小学校 

 本庄市立本庄南中学校 

 東松山市立唐子小学校 

平成

26 

年度 

○講演 

 筑波大学 名誉教授 谷川 彰英 氏 

 「これからの生活科・総合的な学習の時間の在り方」 

○研究委嘱発表 

 川越市立川越第一小学校 

 越谷市立越谷南小学校 

 さいたま市立仲町小学校 

平成

27 

年度 

○講演 

 文部科学省初等中等教育局 視学官 田村 学 氏 

 「授業力を磨く」 

○研究委嘱発表 

 深谷市立桜ヶ丘小学校 

 川口市立前川東小学校 

 越谷市立大袋東小学校 

 川越市立大東西小学校 

平成 ○講演 

19 埼玉県生活科・総合的な学習の時間教育研究会 
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28 

年度 

 共栄大学 教授 若手 三喜雄 氏 

 「これからの生活科・総合的な学習の時間の在り方 

   ～自立・協働・創造の学びの充実に向けて～」 

○研究委嘱発表 

 滑川町立月の輪小学校 

 上里町立上里中学校 

 鴻巣市立鴻巣中央小学校 

第１８回関東地区小学校生活科・総

合的な学習教育研究協議会開催 

 越谷市立大袋東小学校 

平成

29 

年度 

○講演 

 國學院大學人間開発学部 教授 田村 学 氏 

 「次期学習指導要領における生活科・総合的な学習の時間」 

 ～主体的、対話的で深い学びの実現に向けて～ 

○研究委嘱発表 

 さいたま市立向小学校 

 秩父市立花の木小学校 

 所沢市立安松小学校 

 加須市立三俣小学校 

平成

30 

年度 

○講演 

 文部科学省初等中等教育局 教育課程課 教

科調査官 渋谷 一典 氏 

 「新学習指導要領における生活科・総合的な学習の時間」

～主体的、対話的で深い学びの実現に向けて～ 

○研究委嘱発表 

 久喜市立砂原小学校 

 川口市立本町小学校 

 入間市立仏子小学校 

 熊谷市立成田小学校 

令和 

元 

年度 

○講演 

 文部科学省初等中等教育局 教育課程課 教

科調査官 渋谷 一典 氏 

 「新学習指導要領における生活科・総合的な学習の時間の

役割」～主体的、対話的で深い学びの実現に向けて～ 

○研究委嘱校発表 

 鴻巣市立広田小学校 

 寄居町立男衾中学校 

 三郷市立戸ヶ崎小学校 

 鳩山町立亀井小学校 

令和

２ 

年度 

○研究委嘱校発表 

 本庄市立秋平小学校 

 富士見市立南畑小学校 

 さいたま市立大宮南小学校 

令和

３ 

年度 

○講演 

 元文教大学 教授 嶋野 道弘 氏 

 「これまでの生活・総合を振り返り、これから

の生活・総合を考える」 

○授業委嘱校発表 

 行田市立泉小学校 

 蕨市立南小学校 

 所沢市立東所沢小学校 

令和

４ 

年度 

○講演 

 文部科学省初等中等教育局 教育課程課 教

科調査官 齋藤 博伸 氏 

 「生活科と総合的な学習の時間の指導と評価」 

○研究委嘱校発表 

 上尾市立鴨川小学校 

 小鹿野町立三田川小学校 

 松伏町立松伏第二小学校 

令和

５ 

年度 

○講演 

 文部科学省初等中等教育局 教育課程課 教

科調査官 齋藤 博伸 氏 

 「生活科と総合的な学習の時間のより

よい実施に向けて」 

○授業委嘱校発表 

 鳩山町立亀井小学校 

 久喜市立清久小学校 

 深谷市立上柴西小学校 

 熊谷市立新堀小学校 

令和

６ 

年度 

○講演 

 元文教大学 教授 嶋野 道弘 氏 

 「これからの生活科・総合的な学習の

時間に求められること」 

○授業委嘱校発表 

 さいたま市立東岩槻小学校 

 川越市立川越第一小学校 

○第26回関東地区小学校生活科・総合

的な学習教育研究協議会開催 

 熊谷市立新堀小学校 

  

Ⅲ 特色ある活動 

１ 主な事業 

   春期…講演会及び総会 

   夏期…研究発表会 

   秋期…授業研究会 

２ 刊行物 

   活動報告等…会報「生活・総合」 

   指導法研究…指導事例集 

  

Ⅳ まとめと今後の課題 

  35年間の研究の積み重ねにより、県内各地で充実 

した実践が行われるようになった。 

平成21年度には、全国小学校生活科・総合的な学 

習教育研究協議会埼玉大会、平成28年度、令和６年

度には、関東地区小学校生活科総合的な学習教育研

究協議会埼玉大会を開催し、全国各地から多くのの

参会者を迎えることができた。 

  今後もこれまでの研究の成果を踏まえ、より一層、 

県内の生活科・総合的な学習の時間教育が発展して 

いくよう、積極的に研究を推進していく。 
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Ⅰ 研究のあゆみ（平成 17年度から平成 25年度） 

１ 会のあゆみ 

埼玉県へき地教育研究会は、昭和 29年２月に結成さ

れ、昭和 44年度に 59校の加盟校をピークに昭和 60

年度に 26校、平成 15年度は４校と減少し、平成 16

年度には、大滝村立小中学校のみの２校となったが、

多くのへき地・小規模・複式学級を有する学校の特性

を生かした学校経営の先進的な研究を推進してきた。 

平成 17年度には、平成の大合併より、大滝村が秩父

市に合併し、平成 26年３月をもって秩父市立大滝小学

校は閉校となり、平成 27年３月をもって秩父市立大滝

中学校も閉校となった。そのため、本会結成 60年目を

迎えた平成 25年度に埼玉県へき地教育研究会の研究

は幕を閉じた。 

平成 17年度から閉会の平成 25年度までの９年間に

は、全国へき地教育研究連盟が平成 16年度に第６次長

期５カ年研究推進計画、平成 21年度に第７次長期５カ

年研究推進計画を策定し、本研究会もこの計画に基づ

き、共同歩調で研究主題を設定し研究に取り組んでき

た。 

これを受け、研究主題を「ふるさとでの学びを生か

し、新しい時代を築く心豊かな子どもの育成～へき

地・小規模・複式学級を有する学校の特性を生かした

学校・学級経営と学習指導の深化・充実をめざして～」

として、平成 21年度～23年度を実施・検証期、平成

24年度 25年度を評価・発展期として、下記の六つの

課題に取り組んできた。 

(1) 家庭や地域と共に確かな学びを創る特色ある教

育計画の創造と推進を図る 

(2) 故郷を生かし、新しい時代を築く、開かれた学

校・学級経営の創造と推進を図る 

(3) 地域に根ざし、家庭や地域と共に豊かな心を育

む教育の推進 

(4) 児童生徒の分かる喜びや個性を重視した指導計 

画の改善・充実を図る 

(5) 学習意欲や個に応じたきめ細かな指導を重視し

て指導方法の改善・充実を図る 

(6) 課題意識をもって自ら学び、共に高め合う学習

過程の改善・充実を図る 

  本研究会は、毎年、全国へき地教育研究連盟及び関

東甲信越へき地教育研究協議会との連携を密に、毎

年大会等に参加し研究に取り組んでいる。 

 

 

 

 

２ 研究組織 

(1) 総務部 総会・研究主題・事業計画の立案、配 

分金、会計予算の立案・執行・監査 

(2) 研修部 理事研修会の開催、全国・関東甲信越 

へき地教育連盟研究協議会への参加・提

案・協議、研究集録発刊 等 

３ 会計収支決算・予算概要（平成 25年度） 

(1) 総収入  460,130円 

（内訳）   配分金     460,000円 

        繰越金・利息    130円 

(2) 総支出 460,130円 

  （内訳）    研究大会費    21,000円 

        研究調査費   220,000円 

            研究成果刊行費 187,000円 

        会議費等     32,130円 

 

Ⅱ 主な活動及び事業 

１ 会議・研修会 

４月 第 1回理事研修会 

９月 第２回理事研修会 

12月 第 1回研究集録編集委員会 

１月 第２回研究集録編集委員会 

３月 第３回理事研修会 

２ 研究大会及び研究協議会 

 ５月 研究大会・総会 

 全国へき地教育研究連盟春季総会 

第１回関ブロ代表者会議・講演会 

  ８月 関東甲信越へき地教育研究協議会 

（都県大会）参加 

 11月 全国へき地教育研究連盟秋季総会 

     全国へき地教育研究大会(都道府県大会） 

     全国へき地教育研究連盟研究推進協議会 

     埼玉県へき地・小規模学校学習指導研究協議

会（へき地学校経営研究協議会） 

   ２月 関ブロ代表者会議 

３ 研究物発刊  

  ・総会資料 

・埼玉県へき地教育研究会 研究集録発刊 

           （研究集録第 56集） 

４ 小中学校連携事業 

  ・合同ふれあい祭り・合同運動会 等 
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Ⅲ 特色ある活動 （平成 25年度） 

  秩父市立大滝小学校・大滝中学校による研究活動 

１ 大滝小学校 【児童数 1･2･4･6年 計９名】 

(1) 研究主題 

 「ふるさとでの学びを生かして、新しい時代を 

築く心豊かな子どもの育成～発表力を高める 

指導の工夫～」 

(2) 仮説 

  発表の場や機会を工夫し、関わり合い、伝え 

合う活動を充実させていけば、発表力のある児 

童が育つであろう。 

（3）検証のための手立て 

 ア 国語科の授業研究 →発表の場・評価の工夫 

 イ 日常における発表活動の工夫・充実→挨拶 

   集会・行事、詩の暗唱、スピーチ、読書活動 

（4）研究部会  

 ア 授業研究部→国語科の指導法の工夫・改善 

 イ 調査環境部→環境整備、諸調査、啓発活動 

(5) 主な研究経過 

・５月 13日(月）研究の方向 

・５月 23日(木) アンケート項目検討について 

 ・６月 13日(木) 指導案検討① 

 ・６月 20日(木) 指導案検討② 

 ・７月 ３日(水) ２学年国語科授業研究会 

  「むかしのお話を読む・いなばのしろうさぎ」 

・９月 ５日(木) 学力テスト結果分析 

・９月 26日(木) 指導案検討① 

・10月３日(木) 指導案検討② 

・10月 21日(月)６学年国語科授業研究会 

「多様な見方をもとに考えを深める 

・ぼくの世界、きみの世界」 

(6) 成果【〇】と課題【●】 

〇 児童の発表意欲と発表力が向上した。 

〇 聞き手を意識した発表への意識が向上した。 

〇 よい発表のイメージがもてるようになった。 

〇 各種集会や行事での発表の機会を増やし、 

表現の喜びや達成感を味わえた。 

〇 読書指導としてのファミリー読書が定着 

し家庭での意識が高まった。 

● 個人差へ対応した指導の更なる工夫 

● 発表の質の向上への指導 

● 指名を待つてから発表する児童への指導 

● 形式的な発表への偏り 

 

２ 大滝中学校 【生徒数 計 11名】 

(1) 研究主題 

「自分で考え、自分の夢を語れる生徒の育成  

～生きる力を育むキャリア教育の充実を通して

～」 

(2) 仮説 

    全教育活動を通して、基礎的・汎用的能力を高 

める実践を充実させることで、自ら考え自分の夢                                     

を語れる生徒が育つであろう。 

(3) 仮説検証のための手立て 

① 基礎的・汎用的能力を高める授業の取組 

 ② キャリア教育と関連付けた基礎的・汎用的能 

力を高める行事への取組 

 (4) 研究内容 

① 生徒の実態把握 キャリア教育アンケート 

    ② 生徒の夢を育てる授業（教科・領域） 

   ・社会科・理科・数学・英語・道徳・総合 

   ③ 行事における系統的な指導の工夫 

      ・社会体験チャレンジ・宿泊体験セミナー 

   ・離任式・３年生を送る会・小中合同運動会 

   ・小中ふれあい祭り・神楽の伝承継承 等 

 (5) 生徒【〇】と課題【●】 

   〇 実態調査の分析により、個に応じた指導を行う 

ことができ、各行事・授業に結びつけられた。 

   〇 行事・授業において、体系的・系統的なキャリ 

ア教育の推進が図られた。 

   〇 行事ごとに研究の共通理解のもとに意図的に 

指導を行えた。 

   〇 キャリア教育の視点を加味した日々の授業実 

践により、勤労感・職業観が高まった。 

● 自己理解・自己管理とキャリアプランニング 

の能力の変容への指導方法の検討 

● 基礎的・汎用的能力を高める年間授業プラン 

の作成など、計画的な指導実践案の作成 

● 小規模校の特色を生かした新たな行事（内容変

更）の検討 

 

Ⅳ まとめ 

  「教育の原点は、へき地教育にあり」 

 本研究会は、設立以来 60年目に閉会となったが、 

学校と地域住民等が力を合わせ学校運営に取り組む

コミュニティ・スクール構想の理念は、へき地教育

にあるともいえる。 

地域社会なくして学校教育は成り立たない。 

特に、学校区住民の活動場所や交流の場であり、

地域の象徴でもある学校を中心とした、へき地教育

の理念を今後も心に刻みつつ、学校運営に邁進され

ることを強く期待したい。 
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